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1・ 結 核 感 染 個 艦 乃 至 ノ・免 疫 個 膿 ノ・「アvル ギ

ー 」ノ作 用 ニ ヨ ツ テ 再 感 染 二封 シ テ 初 メ テ 免 疫

力 テ 登 揮 ス ル コ トガ 出 來 ル モ ノ デ、 「ア レル ギ

ー 」 ト免 疫 トハ 不 帥 不 離 ノ 關 係 ニ ア リ
、 自ロチ 「ア

レル ギ ー 」無 ク シテ 結 核 ノ 免 疫 無 シ ト 唱 ヘ ル者

(R6mer,Hamburger,Krause,Kallo,s等)

2・ 結 核 ノ免 疫 ト 「ア レル ギ ー 」 トノ・全 然 關 係 ナ

久 「ア レ ル ギ ー 」二免 疫 作 用 ナ ク、 從 ツ テ結 核

ノ免 疫 ニ ノ・「ア レ ル ギ ー 」テ 必 要 ト シ ナ イ ト考 ヘ

ル 者(Selter,Calmette,Rich等)ノ ニ 派 デ ア ル 。

第 一一ノ學 設 テ圭 張 ス ル 者 ノ・、 コ ヅ ホ 氏 現 象 ノ・、

結 核 個 禮 ガ 生 菌 二 封 シ テ現 ハ ス 「ア レル ギ ー 」性

反 庶 デ ア ル ト解 シ、 殊 二R6mer,Hamburger

テ初 人 氏 等 二 賛 ス ル ー 派 へ 本 現 象 一 、 結 核

菌 減 芽 作 用 及 ビ結 核 菌 ノ罷 内 播 布 阻 止 作 用 テ認

メ テ 、 本 反 慮 ソ ノモ ノニ侵 入 結 核 菌 二 封 ス ル 防

禦 的 作 用 ガ ア ル ト考 ヘ テ居 ル 。

而 シ テ 第 ニ ノ學 設 二 關 シ テ へ 初 メ 「ツ ベ ル ク リ

ン」二 封 シ テ 「ア レル ギ ー 」反 鷹 ラ 呈 ス ・レ結 核 個

麗 ガ 、 脱 感 作 操 作 テ行 ハ レ テ モ 、 倫 免 疫 性 テ保

持 シ テ ヰ ル ト イ フ實 験 成 績 テ根 豫 ト シ テ 、 コ レ

ヲ 主 張 ス ル 者 ガ 多 イ 。 斯 ル 實 験 ノ 圭 ナ ル モ ノ

デ 塞 ゲ レ バ 、Burnet{i〕,Sorel(2),Manaud(3),

Roschu.Rierbaum(4),今 村 、 貴 島(5)、Fried-

enwald{6),Siegl(7,,Clawsonu.Baker(8),

Weinzirlu.Bohartω,Weinzirlu.Thayer(101,

Weinzirlu.Hirschmann(i1・,Weinzirlu.

Weiser(12),A.Brancha.G.D.Knoppl3',

Schermamu.Egbert'u',Rothschild,Friede。

nwalda,Bernstein'u)t,Derick,Branchand

Crane(16),Selteru.Weiland「17ノ,Carlifanti!ii8),

A.Boquet,Cumminga.Declanant㈹,Pagel「L'(",

DeSawitsch,Treverron,Blacka.Lewis{'?i・,

Duprez(22),Birkhaug・23,,Berman.Svisceoskaja

U.UgrgumOV241等 デ ア ル 。 彼 等 ノ・主 ト シテ ーts-

「ツ 〈ごル ク リ ン」稀 二 脱 脂 結 核 菌(貴 島)
、「エ ー テ

ル 」塵 置 死 菌 でWeinzirl等 ♪、naturaltuberculin

(Weinzirl♪ 加 熱 セ ザ ル 「ツ ベ ル ク リ ン」(Branch

u.KnopP,)「 プ ロ テ イ ン」物 質(Schermannu.

Egbert)加 熱 死菌(Derick,Branch,Crane)「 カ

ル シゥム ・サ ン ド」(Page1)等 ニ ョ リ脱感作操作

テ行 ツテ居 ル。

是等 ノ脱感作實験報 告 与見 ルー、再感染 時 二於

ケル局所 ノ性状、 即 チ コ,ホ 氏現象 二關 シテ精

細 ナル観察 ヲ行 ツテ居ル モ ノノ・比較 的僅 少 デ ア

ル。 貴島 ハ早期反慮 ノ炎衝的組織像 ハ、 陽性無

反慮 海獲 ト有反慮 海猿 トノ間 二相違 斗認 メズ ト

イフ。

Rothschildノ ・再感染後 、24時 間、48時 間 、72

時 間 目 ノ局所 テ組織學 的 二検 シ、封照非塵 置動

物 一比 シテ、脱感作動物 二於 ケル局所破壌現 象

ノ・無覗 シ得 ベキモ ノデァ リ、封照動物 ニノ・潰瘍

性 ノ典 型的 ノコ ヅホ氏現 象 ガ起 ツ タガ、脱感作

動物 ニノ・小 サ イ結節 ガ認 メ ラレタニ過 ギナカツ

タ。 而 モ感染 二封 スル抵抗 ノ・更 二大 デ6乃 至8

週 後 ノ内臓 結核 ノ病攣 ノ・脱感作動 物 ノ乃'ガ輕度

デ アツタ トイツテ居 ル。

Duprezノ 、「アレルギー」ガ無 クテモ免疫性 ハ獲

ラレル ガ、典型的 ノ コッホ氏現象 ノ出現 ニハ「ア

レル ギー」ハ必須 ノ要 素 デ アル1・論 ジテ居ル。

Giordano(25)ハ 海 瞑 ト家 兎 トニ於 テ、非定型的 ノ

三,叱 杢氏現 象 テ見 タ。即 チ再接種 ノ期 日ガ遅 レ

ル ト、 非定型 的、遅滞性 ノ結締織檬 ノ乾酪性結

節 テ生 ズル.コ レノ・海狸 デハ小サ ク、家兎 デハ

大 キ イ、 コ ノ出現 ハ時間的要素 二蹄 スベ キ モノ

デ、初感 染 ト再感染 トノ間 ノ期 間 ガ長 ケ レバ長

イ程、 帥 チ初 感染後 ノ「ア レル ギー」ガ時 トトモ

ニ減退 スル ニツ レ非定型的 ノモ ノ トナツテ來 ル

トイフ。

以上 ノ記述 テ通覧 スルニ「ツベル ク リン」二封 シ

テ反慮性 テ失 ツタ結 核個 膿 二於 ケル コ ッホ氏現

象 ノ態度 二 關 シテ ・・必 ズ シモ 定詮 テ得 テヰ ナ

イ。 モ トモ ト結核 「ア レルギー」ト免疫 トノ關係

ノ、・一コヅホ氏現象 ヘ ノ解稗 ニ ヨツテ種 々 二理解、

セ ラレテ居ル ノデ アル ガ
、余 ノ・弦 二圭 トシテ脱

感作動物 二於 ケル1ッ ホ氏現 象 ノ攣 化 テ中心 ト

シテ、 「アレルギー」免 疫性 ノ解離 ノ問題 ヲ考察

シヨウ ト試 ミタ。 即 チ局所的又 ハ全 身白勺二結核
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海 瞑 二操作 ラ加 ヘテ、「ア レル ギー」性 テ愛化 庄

トシテ清失)セ シメ、 ソノ際 免疫性 二如何 ナル

影響 ガ齎 サ レル カテ検 シヨウ トシタ。

余 ハ第1篇 二於 テノ・、 「ツベル クリ ソ」注射 ニ ョ

ツテ脱感作 シタ結核 海猴 ニツイテ、第2篇 二於

テハ、局部 的 二皮 膚 ラ脱感作 シタ結核 海狸 ニツ

イテ、夫 々 コッホ氏現象 テ検 シテ、ソ ノ「〆レル

ギー」性 ト免疫性 ノ關係 テ観 察 シ、第3篇 ∴於 テ

ハ封照 ノ意味 二於 テ結核菌 二、組織憤張性R因

子 テ加 ヘテ直接 コヲホ 氏現象 テ攣化 セ シメテ、

ソレガ免疫性 二及 ボ ス影響 チ検 シク。 ソノ實験

成績 ノ・次 二述'ぐル如 クデ アル。

先ヅ實験施行上必要デ各試験群二 共通ナ黙 ヲ総括 シ

テ述ベル。

(1)實 験動物bシ テハ健康テ榮養佳良、腹部白毛、髄

重400瓦 内外 ノ雄性海狸 ヲ用 ヒメ.

(2)實 験 前、傳研製薩「ツベルクリノ」10倍 液 ヲ以テ

皮内反.庶ノ陰性ナノレコトヲ確メ4。

(3)皮 内反旛判定標準ノ、次 ノ如ク定メタ。(森 ㈹ ノ文

献 二擦ル)。 スベテ10倍 稀糧液注射部 ノ所見デ封照 ト

ンテハ「グリセリン」肉汁/10倍 生理的食唖水稀繹液

ヲ用 ヒタモノデアル。

(一)2↓ 時間後獲赤、腫脹h'ア ルカ1(10倍 稀繹液注射

部)ソ ノ直径0.5糎 以 下デ、48時 間後消提或・・封照肉

汁 卜同程度 ノモノ。

(±)2↓ 時 間後登赤、腫脹、浸潤がアソテ、 直径0・5

糎以上 ヲ有スルカ"、48時間後清槌乃至直裡0.5糎 以

上 ノモノ.

(十)48時 間後 二尚直裡0.5糎 以上 ノ装赤、腫脹、浸

潤ヲ有スルモ ノ。

(什)4S時 間後爾直裡1糎 ヲ超エル獲赤、腫脹、1面閏

ヲ呈スルモノ.

(柵)48時 間後爾直律2糎 以上ノ凝赤、腫脹、浸潤 ヲ

呈スルモノ。

(柵ジ注射部皮膚硬結 シ、前犀二加ヘテ出血或ヒハ壌死

ヲ 爪 ヌ モ ノ.

(4)供 試 菌 株 ・・、 人 型 結 核 菌Frankfurt株 及 ビBCG

Petragnani氏 培 地4週 間 乃 至7週 間 培 養 ノモ ノヲ 用

ヒ、 コ レヲ正 確 二秤 量 シテ 、生 理 的 食 盤水 二 亭 等 二浮

游 サ セ、1cc・ 、10竈 ノ乳 刺 ト ン、 更 ニ コ レヲ適ゴ[稀 繹

シテ毎 常0.5aα 二所 要 菌 量 ヲ含 マ セ タ.

(5)動 物 ヲ感 染 サ セノvニ ノ・、 コ ノ0・5αQノ 浮 游 液 ヲ海

猿 ノ左 側大 腿 内 側 部 ノ皮 下 二接 種 シ タ。

(6)再 感 染 試 験 帥 チ コ ソホ 氏 現 象 ノ検 索 ニ ハ.殆 卜全

實験 ヲ通 ジテ 、上述 ノ人 型F株 菌 ヲ選 ン デ上 逃 ノ如 キ

乳 剤 ヲ造 ツテ、 試 獄腹 部 皮 膚 面 ヲ用 ヒ テ行 ツ 佐

淋 巴 腺 ハ 、 石 田271ノ 文 獄 二準 擦 シ、

(十)黍 粒 大 ノモ ノ2個 マ デ

(什)扁 豆 大 ノモ へ 黍 粒 大 ノモ ノ撒 個

(柵)碗 豆 大 ノモ ノ、 扁豆 大 ノモ ノ2個 以 上

臓 器 ノ結 核 性病 攣

(十)肉 眼 的 二結 節 が少 徽 デ、顯 微鏡 的 ニ モ病 愛 ノ輕 度

ノ モ ノ ●

(什)肉 眼 的 二小 結 節 ノ数 が 中等 度 デ アル カ 数 個 ノ 癒

合 シタ大 結 節 ヲ認 メ ノγモ ノデ、顯 微 鏡 的 二 中等 度 ノ髪

化 アル モ ノ

(柵)肉 眼 的 二結 節 ガ多 数 デ 顯 微 鏡 的 ニ モ 病 愛'著 シ

イモ ノ

(冊)更 二病 攣 ノ著 シ でモ ノ

生菌 皮下 注 射局 所 病 髪 ・・森 ノ文 献 二 從 ツテ 次 ノ如 ク

定 メ タ。

(±.米 粒 以 下

(十)約 米粒 大 以 上小 豆大 迄

(什)約 小 豆大 以 上 大 豆大 迄

(柵)約 大 豆大 以 上

(冊)約 鶉 豆大 以 上 ノ夫 々硬 結 乃 至 膿 瘍 ヲ示 ヌ 。

(P)ノ ・膿 庖、(A)・ ・膿 瘍 、(K)ノ ・痂 皮 、(T)・ ・纏

孔 、(U1)・ ・潰 瘍

(S)ハ 僅 カ ニ痂 皮 ヲ附 著 シ 或 ヒ バ 痕 跡 ヲ 遺 シ テ

治癒 シタ ノ ヲ示 シテ居 ル 。

(7)組 織 標 本 ・・「パ ラ フィン」固定 法 ニ ヨ ツテ 製 作 シ、

染 色 ニ ハス ベ テ、 「ヘ マ トキ シ リン・エオ ジ ソ」法 及 ビ

「ア ザ ン」法 ヲ併 用 ジタ
.

第1篇 全身的操作 ニヨツテ皮膚ノ脱感作 ヲ行ツタ結核海狸 二於 ケル

,」ソ.丞民現象 二就テ

「アレ・・ギー」状態 ニアル結核 轟狽 ナ全身的操作 ニ ヨツテ脱感作 スル實験 二於 テ
、 余 ・汰 陽燈全
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身照射、「レントデン」線照射、総輪 膿管結紮等 ノ

操作 一 ヨツテ、 アル程度 コ レニ成 功 シタが、所

謂特 異的陽 性「マisル ギー」ノ状態 ・・、∬f「'ソ〈ごル

ク リ ン」液 ノ 投 與 ノ ミ ニ ヨ ツ テ 獲 得 ス ル コ トテ

實 験 シ タ ノデ、 ソ ノ成 績 斗 次 二記 述 ス ル 。

第1章 脱感作海狸 二於 ケルコ ッホ氏現象 二就 テ

第1節 人型結核菌 トBCG戚 染海狽 トニ 於 ケル 「アレルギー ノ比較

「ツベル ク リンア レル ギー」ノ状態 ニ アル結 核海

狸 二脱 感作操作 テ行 ツタ後、生 又ハ死結核菌 二

封 スル免疫状態 テ知 ラ ントスル本實験 二先 ダツ

テ、余 ノ・、海瞑 ノ初感染 二人型菌 トBCG株 ラ

用 ヒル場合 二生 ズル「アレルギー」ノ登 現 ノ歌 態

トソ ノ反慮 ノ張弱 ノ度合 テ比較 セ ント試 ミタ。

Petragnani氏 培 地5週 間培 養 ノ人型F株 菌 及 ビ

BCG株 菌 ヲ トリ、前 者ノ・1000分 ノ1延、後者 ノ・1

雇 テ各5頭 宛 ノ健 康海猿 ノ皮下 二接 種 シテ4週

第1

間 及 ビ7週 間 目 ノ「ツ」反慮 テ検 シ、次 デ50日 目

二各動物 二人型 菌Petragnani氏 培 地6週 間培

養 ノモ ノヂ ん 醒腹面皮膚 ノ皮 内二 接種 シテ局

所 ノ病攣所謂 コ ッホ氏現象(肉 眼的所 見)テ 観察

シテ、人 型菌 ニテノ・1000分 ノ1延 初 感染動物 二於

テモBCG1雇 接 種 動物 二比 シテ、 「ツベル ク リ

ン」反慮 拉 ∴ コッホ氏現 象 ・・著 シク高度 二 出現

ス,レノ;/見 タ。 　第1表)

表

「ソ ベ ル 〃 リ ン」反 慮

菌

量

初
感
染

人

型

菌
111000

B

C

G

1

動番

物號

1

2

0
σ

一
4

5

一
6

「
7

一
8

9

10

二 十 入 日 目

縦
x
横

㎜
奮

32

30

[38

36

一20

一
18

一
18

赤

什

十十

硬

結
下

十

ま
±
ま
±
±
±

吐
什
圧

吐
土
+

剣

1定

rr++『 匿

隔亘亜[冨

1++「不「

コ王
十

i四 十 九 日 目

登

赤

柵
耳

縦
x
横
㎜
40

38

硬

結

上
⊥
什
1

⊥
土
+
+

柵
王

朴
王

土
+

覗

40

40

20

20

18

Bl.

Ero.

Ero.

剃

定

再
再

闘
日1
朴

十十

象現
)
氏
睡

ホ
ツコ

1011(

璽 五
221十

十

一十

十

1十

備 考

十

十

土
+

18

20

六 十

璽P
A

ロ

帯

柵

亙
融

マ

朴

卜

冊
丁

惜十柵

A

P

P

朴

朴

十

什
一

十

±

十

十

上
+
土
+

卦十十

B1.水 泡 形 成Ero.魔 欄 状 態

十
日

S

㎝S

禦

…

S

S
「S

S

D

日
巫
墨
墨
制
巫
墨
世
柵
『
柵

三

十
日

S可

S

S
--

S

S
-

S

S

S

S

S

第2節rッ'・'ノ レク リ ンア ネ ル ギ ー」獲 得 二關 ス ノヒ實 験

「ツ'ごル クリン」サ用 ヒテ結核感 染動物 ノ脱感作

斗行 フコ トへ 緒言 二掲 ゲタ文献 中 二記載 サ レ

タ所 カ ラ見 テ モ比較的容 易 二行 ヒ得 ル つ トガ考

ヘ ラしル7'、 余 ノ・先 ヅ貴島氏及 ビCarlifantiノ

方 法 ノ追試 手行 ツ タ。

1.t`tS」 氏 法 ノ追 試

氏 ノ方 法 ノ・蕗 「'ソ」1000培 液0.1c.c.ヨ リ注 射 テ始

メ5日 乃 至10日 ノ間 隔lt置 イ テ 漸 檜 的 注 射 テ

緬 ノr約6ケ 月 ・・経 テ、2倍 液0.15c£ 二至 シシ メ

タ モ ノ デs塵 置 回 数38同 乃 至39同 デ ア ル 。 斯
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ル 方 法 ニョ リ陽性 「アネルギー」(或ノ・脱感作 「ア

ネルギー」)ノ状態 テ招來 サ スコ トハ理論的 ニノ、

極 メテ適切 ナ方法 デアル ガ「ツ」不感性 ノ試獣 手

得 ル ノニ飢 二`・;ケ月 ノ長期 テ要 シ、 コ ノ間動物

ガ種 々ナル生活條件 ノ憂 化ヤ他 ノ疾患 二依 テ死

亡 ヤ衰弱 チ來 シタモ ノガ多 ク、余 ノ場合 ニノ・コ

ノ状態 ニアル動物 ラ多撒 得 ル コ トノ・出來 ナ カ'ソ

タ。

2.Carlifanti法 ノi追言式

人 型F株1/1。 。。醒初 感染海瞑16頭 テ選 ビ、感 染

後31日 テ経 テb「ツベ ル クリン」反慮 テ検 シタル

トコロ、陰性 ノモ ノナ ク強 陽性4頭 、中等度 陽

性5頭 、輕度 ノ陽性 テ示 スモ ノ7頭 テ得 タ。又

左膝髪淋 巴腺 ノ・12頭 ノ・小豆大r-、4頭 ハ米粒 大

二腫脹 シタ。

コ ノ「ツ」反慮検査 ヨ リ5日 後 二 試獣 ノ16頭 中

12頭 チ選 ビCarlifantiノ ノノ'法二倣 ツテ「ツ」注

射 テ開始 シ、4頭 ノ、ソノ封照 トシタ.即 チ、薔

「ツベル ク リン」10イ音繹1夜0 .25ilil9ラ1111r司10

日間 連綾 シテ皮下 二注射 シタ.注 射部 ハナル可

ク腹部 テ避 ケタ。 カクテ12頭+庭 置 シテ注射

中止 ノ翌 日「ツ」反磨 テ検 シテ、僅 カ ニ2頭 ガ微

弱 ナ反慮 テ呈 スル ノ ミデ、総 テ陰性 ト赴 ソタ ノ

テ ミタ。 即 チCarlifantiノ 實 験 方法 ノ・、實験

的 陽性 「ツベル ク リンア ネルギ・一」テ得 ルニ極 メ

テ適切 ナ方法 タル コ ト謡確 謹 シ得 タ。(第2表 〉

第3節 「ツ・ミノvク リ ン アネ ノンギー 」ノ恢 復 性 二關 ス ノレ實 験

Carlifantiノ ・「ツベル ク リン」皮膚反慮 ガ例 へ陰

性 二轄 化 シテモ、再 ビ陽性 二轄 ジ得 ベ キモ ノデ

ア リ、又殊 二上述 ノ如 キ短 時 日 ノ間 二「アネル ギ

ー」ノ状態 二化 シタモ ノノ・
、ソノ儘 「アネル ギー」

ノ歌態 二ILマ リ得 ル期 間ノ・短 ク、 「アネル ギー」

ハー時的 ノ現象 デア リ叉各種 ノ操作 ニ ヨリ比較

的 容 易二攣化 スル ト{フ 。 即 チ氏 ノ・上述 ノ如 ク

シテ得 タ氏 ノ「ツ〈ごル クリン」無反慮性動物 ノ腹

膣 内=.人 型菌120度 加 熱死菌50廷 テ注射 ス し

バ、 直 チニ「ツ」連綾 注射以前 二比 シテ張 イ寧 ロ

極 メテ激烈 ナル反慮 テ呈 スル コ トテ實験 シタ。

而 シテBail`2・9)ノ・、結核過敏 性動物 二大 量 ノ結 核

菌 テ腹腔 内二注射 シテ、24時 間以 内 二動物 ガ発

死 スル ノテ見 タ。Carlifantiノ 實 験 ノ・、脱感作

動 物 ニテノ・コ ノBailノ 現 象 ノ起 ライナ コ トーr

観 察 シ得 タ極 メテ興味深 イ實験 デアルガ、著者

・・Carlifantiノ 實 験 テ追試 スル前 二豫備實験

トシテ結核、健 康雨海猿 二封 シ死菌注射'實 験

テ行'ソ タ.

第1項 豫 備實験

余 ノ洗 ヅ大 量 ノ死 菌 チ2頭 ノ結核海瞑 及 ビ2頭

ノ健康海演 ノ腹腔 内 二 注射 シテ ソノ後 ノ「ツ」

)父鷹・i生ノ攣fヒ;}観 努零シタn

死 菌 ノ接種 二依 ツテモ、正常健康 動物 ガ、「ツ〈ご

ル ク リン」二封 シテ 「ア レルギー」ノ歌 態 トナル

コ トノ・既 二Bessau等 ノ實験以下周 知 ノ事 實 デ

アル。 シカ シ大量 ノ唯1同 ノ腹腔 内注射 ニ ヨリ

テ如何 ナル 反慮 ガ齎 ラサ レル カテ 實験 セ ント

シ・叉一一方 二於 テノ・「アネルギー」性動物 二注射

なルニ先 グ チテ結核海狽 二封 シテ如何 二反磨 ス

ルカ亦Bailノ 現 象 ガ起 ・L力否 か チ検 セ ン ト試

ミタ。

(A)結 核 海瞑 二封 スル死菌注射。

健康 雄性海摸 ノ膿重400瓦 前後 ノモ ノ2頭 二、

Petragnani氏 培 地上5週 間培養 人型F株1000

分 ノ1涯 ナ5c・c・ノ生理的食 盤水 二含マ ヒ
、 之 テ

右大腿部 内側皮 下 二注射 シタ。

病 日65日 目二「ツ」臆 ノ、2頭 トモ 巾乏鍍 陽性

テ アツタ。所属淋 巴腺 ハ栂指頭 大 二腫脹 シタ ノ

テ鰯 知 スル コ トガ出來 タ
。 左側後肩朋腺 及 ビ腋

窩腺 ノ腫脹 ハ十分 二燭知 へ・・コ トハ出來 ナ カツ

タ^

Petragnani氏 培 地6週 間培 養 ノノ
、型F株511雇

テ正確 二秤量 シテ、之45ccノ 生 理的 食聰 水 二

俘游 サ セ、100度 二 】時間加熱 シテ、之 斗結核菌

感染動物 ノ腹腔 内 二注射 シ、lll目_1'tt反 雁
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第3表(甲) 第3表(丙 ノ

股
結

+

1

}
ー

-
,

張
赤

,
十

椿 ui

}ー

ダ

　

　

径

胆

2・劇射
死
注

十十
…
2・暫風

1
號

結
核
、
狸

十十30菌
前射
腕
注

　

　

　
+什45菌

後射
死
注

2
號

罐

海
狽
---

ご(表3第

一

}

健

康2

海號

狽

縦 径x

横 径
i(mm)一一 一

登
赤 劉

剣
定

一 一 一一

注身揃1-
1

一 引
[

一

死菌注射後7日 目

・一 曹,一 一 一 丁 一 　 }一

一}
乳轡i・ ・}+;+…i+

一}一 一 一___ 凶一 『

死菌注射後14日 目

;轡li・{+ 1+1}+

1雛 甥 鷹ゴ
健 脚 前!-1-一

劇}死 菌注射御 日目

舞號槽師 ρτ玉 巨ユ ー
1死 菌 注射後14日 目

到
定

醗 奮「セ5]7月+i

卜

1・t・1・1・

i什

テ検 シテ、1例 二於 テ反慮 ノ著 シク増 張 スァしノ

テ見 タ.(第3表[1り

(B)健 康 未虚 置海狽 二封 スル死菌注射。

豫 メ10倍 稀繹 「ツベル クリン」ニテ検 シテ、皮 内

反慮 ノ陰性 ナル チ確 メタ健 康雄性成熟海猿2頭

ザ用 ヒ、第1實 験 二於 ケル操作 ト同様 ニ シテ調

製 シタ死菌50廷 テ1同 腹 膣 内二注射 シテ、1週

間目拉 ∴2週 間H-「 ツ」反癒 デ検 シテ何 レモ顯

著 二反慮 ヘル ノテ見 タ。(第3表 乙ノ

第2項 本實験

上記12頭 ノ脱感作 海瞑 中6頭 テ選 ビ豫 備實駿

二於 ケル ガ如 クー シテ調 製 シタ死 菌 テ
、3頭 ニ

ノ・50醒 、他 ノ3頭 ニノ・100延 宛 腹腔 内二1同 注

射 シタル トコロ、2頭 宛4頭 二於 テ「ツ」反態性

ノ恢復 チ見 タ。 中1頭 二於 テノ・極 メテ強烈 ナル

反癒 テ呈 シタ.(第2表/

第4節 結核生菌 二樹スノレ免疫試験

「ツベル 〃リンアネルギー」海狸8頭(第 …群)即

チ、 「ツベ ルクリン」注射 ニヨル脱感作 ∴ヨツテ

無反磨叉 ノ・殆 ド反慮 シナ イ歌態 二至 ツタ結核海

猿、(Ciノ、(C3)、(C,1、(E,♪、(E,)、IE4♪、及 ビ脱感

作後死菌 ノ腹腔 内大量注射 ∴モ不拘.「 ツ」無反

慮性 一/恢復 シナ カツ タ(D4八('E,1/8頭 ト、「ツ

ベ ノしクリンア レルギー」海瞑8頭/第2群1即 チ
、

脱感作後 再 ビ「ツ」反癒 テ恢 復 シタ。(C,,)、(D3)、

(E,ノーE・1、(殊=一(D・ 財 ・強烈 ナ反磨 テ示 シタ)

拉 二初 感染後無虎 置 デ中等度又 ノ・強陽性 ノ反慮

'}示 なD,C・ ,D2D・ ノ8頭 トニ就 テ、腹面 テ

脱毛 シテ其 ノ皮 内 山 試験的再感染注射 テ施 シ

タ。 ・ノ際感染:一用 ヒ タ菌株 ノ汰 型F株 デアル
。

腹面 ノ左右2箇 所 二夫kl/、 。醒 及 ビ1/、。。彪 テ注

射 シ、注射局所蚊 二局所淋 巴腺 ノ腫 脹等 二就 テ

感染経過 二從 ヒ観察 シタ.

術 コ ノ再感染注射實験 二於 テ、 新 タニ第2封 照

トシテ4頭 ノ健康海猿 テ使用 シテ同様 ノ菌 ノ初

感=染 斗腹面皮 内二行 ・ソタ。1第2表

1/
10涯 菌 注射局所

2日 乃 至3日 目一..一既 二 南群 共 一r-10分 ノ1彪 感

染局所 ニノ・米粒大 ノ腫 脹、硬結 子鯛 ル。 然 ルニ

コノ時期 二於 テ ハ封 照 ノ大量菌注射 ノ是等 ノ局

所 ニノ・病憂4認 メナ ィ。即 チ「ア レルギー」及 ビ

「アネ・陀ギー」群 二早期 反慮 テ殆 ド同程度 ノ張 サ

ニ認 メ第2封 照 デ ハ之 テ 認scル コ トが 出來 ナ
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{。

5日 目 二至 レバ雨群 ノ間 二大差 ナ ク是等 ノ病髪

ノ・進展 シテ、局所 ガ小豆大 以上 二腫大 シ登赤 モ

頗 ル張 イ。6日 目一ノ・大部 分既 二排膿 テ開始 ス

'レ。封 照 二於 テノ・病憂 ノ・徐 々二進行 スル ガ尚膿

瘍 ノ開 ロスルモ ノノ・ナィ。10日 目頃 ニハ雨群 ト

モ総 ベ テ膿 瘍 ヨ リ潰瘍 テ形 成 シ、 ソ ノ状態 二差

異 テ認 メラ レナ イ。封 照 ニテハ膿瘍 ノ・総 くごテ開

ロ スル。20日 目一ノ・潰瘍 ハ乾燥 シ痂 皮 テ形成 シ、

或 ハ搬痕 性 二治癒 シテ居 ル。 ソ ノ治癒的 傾向 一

差異 ハ認 ノ ラレナ ィ。封 照 デノ・治癒的傾 向 ナク

潰瘍 ハ常 二新鮮 ノ歌態 ニ アル。

ヲ、。o醒 菌注射局所

3日 目頃 ヨリ雨群 テ通 ジテ局所 二輕度 ノ獲赤、

膨 隆 ガ認 メラ レ、5日 目ニノ・米粒大 ノ腫脹 トナ

リ、膿 胞 テ形成 スル。7日 目ニノ概 二排膿 テ開

始 シ、10日 目ニハ総 ベ テ破壌 シ次 デ結痂形成 テ

來 シ15日 目・・.ノ・総 ベテ癩痕性 ノ治癒 テ螢 ム。

}「ア レル ギー」群 「アネル ギー」群 ラ通 ジテ
、病攣

ノ経 過 二於 テ肉眼的 二差異 テ見出 ス事 ハ出來 ナ

イ。

封 照動物 デノ・、8日 頃 ヨ リ局所 ノ・膨 隆 シ始 メ、

12日N頃 ヨリ膿瘍 テ形成 シ、15日 目頃 ヨリ破 壌

シ、 ソノ後治 癒的傾向 ナ ク潰瘍 ノ・常 二新鮮 ノ状

倉旨 ニ ア ノレ∂L:.1)o

所属淋 巴腺 ノ愛化

初感染 二用 ヒタ菌 モ人型結 核菌 デ"ル タ メ、 再

感、染後 ノ所屡淋 巴腺 ノ病憂 二關 シテハ弦 ∴記載

テ省 ク。

組織學 的所 見

(1)第1群

海瞑C1號i/ioo竃 …,接i種部位ハ1幾化が甚ダi進行 ン、

分界線 が明瞭デアル(病 攣度±)。

1110睡、接種部位ニモ機化が起 リ、乾酪化物質ハ・li

ダ相當残存 ジテ居ル(病攣 度十1。

腎臓 攣化ナシ。

肺臓 攣化ナ シ。

肝臓GlissonscheKapsel二 ・》ジ浸潤 力認メラレ

ル(病 攣 度一)。

脾 臓 粟 粒 大 以 下 ノ結 核 性 攣 化 ノア ル 所 、3、4箇

所 ア リ、 濾 胞 ノ周 園 二充 血 ノb'nli所 ア リ、病 攣 ・初 期

ノ像 ヲ示 シテ 居 ル(病 攣 度 十) 。

海 狸C3號i/lnoee、 接 種 部 位 ハ機 化 起 リ、結 締織 モ培

加 シテ居 ル(十)。

i/10選i
、 接 種 部 位 ハ組 織 ノ壌 死 ア リ、 血 管 ノ披 張 強

ク上 皮 細 胞 モ 多 イ(++)。

腎 臓 病 攣 ナ シ。

肺 臓 病 攣 ナ シ。

肝 臓 病 攣 ナ シ。

脾 臓 輕 度 ノ病 攣 ア リ、粟 粒 大 以 下 ノ結 核2簡 所 ア

リ上 皮 細 胞 可成 ア リ、 巨 大 細 胞 モ ア リ(病 攣 ±)。

海 狸C4號i/iooE9、 接 種 部 位 ハ 機 化 が ヨク 起 リ、 殆

ド結 締 織 ニ ナ ツテ居 ル。所 々 二僅 カ ノ巨大 細 胞 が散 見

セ ラ レ、 上 皮細 胞 モ非 常 二少 数 二 認 メ ラ レル(病 攣 ・

程 度 ±)。

皮 膚1110睡 、 接 種 部 位 ・・機 化 ガ カ ナ リ 進}・ グ 所 ア

リ、叉 起 リ初 メ ・所 モ少 シアル 。 上 皮細 胞 ト圓 形 細 胞

ト ソ ノ数 が 相 牛 バ スル カ、圓 形 細 胞 ノ方 が 稽 く多 イ

(病 墜 ・程 度 十十)。

腎 臓 病 墾iナ シ。

肺 臓 粟 粒 大 以 下 ノ肺 胞 内1受潤 ガ数 個 ア リ、圭 ト シ

テ圓 形 細 胞 デ ア ル(病 愛 ノ程 度 ±) 。

肝 臓 顯 微 鏡 的 ニ ノ・殆 ド攣 化 ナ シ。

脾 臓 白色 濾 胞 二相 當 シ、病 攣 初 期 ・像 ガ ア ル。 上

皮細 胞 ノ、少 ナ イ(病 攣 ノ不畏度 十)。

海 狸E6號 】110晒接 種 部 位 、 敬 個 ノ 巨 大 細 胞 ヲ 認

人 修 覆 機轄 ハ 表 ダ起 ラ ナ イ.乾 酉各化 モ殆 ド起 ツ テ居

ナ ィ(病 攣 十十)。

腎 臓 病 攣 ナ シ。

肺 臓 粟 粒 大 以 下 ノ肺 胞 性 結 核2個 ア リ、上 皮 細 胞

ト巨 大 細 胞 ト相 牛 バ スル。巨大 細 胞 ハ認 メ ラ レナ イ。

乾 酪 化 ノ・ナ ィ(病 £N十)。

胴 藏 粟 粒大 以 下 ノ結 核1、2個 ア リ、 」波 細 胞 ハ

'レナ ィ
・ 全 齢 シテ實 質 性 攣 性 が起;・ テ居 ル,毒 素 ノ

贋メ デ ア ラ ウ(病{墜 十)
。

脾 臓 多 数 ノ大 小 ノ結 節 ガ認 メ ラ レ、ア ル モ ・ノ・乾

酪 化 シテ 居 ル・'廠 ・巨 大 細}泡 ガ,・㌍ ラ レル(病 墾

帯).

海 狸E3號11mo睡 、 接 種 部 位 ・・機化 ・・未 ダ 初 期 ノ状

態 ニ ア))、1波 綱 包モ 相 當 ニ ア ル(り1樫 ・程 度+ r。
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1/
lore、 接種部位・・巨大細胞ナク、圓形細胞少籔デ

アル。病攣 ノ・可成深部 二迄認メラレ、乾酪化 シテ居ル

所アリ、修覆機縛 ハ行 ノ・レ初メテ居ルガ、顯著デノ・ナ

イ。上皮細胞 ガ圭 デ、圓形細胞ハ少ナ ィ。筋肉 ノ問ニ

モ病墾 が及 ソデ居ル(病攣十+)。

腎臓 病攣ナシ。

肺臓 肺胞中二圓形細胞 ノ浸潤アルモ ノガ、轍個認

メラレル。大キサ・・針先位デアル(病攣±)。

肝臓 粟粒大以下 ノ小結節アリ、大抵中央部 ガ乾酪

化 シカ ・ツテ居ル。巨大細胞ナシ(病攣++)。

脾 臓二於テハ、粟粒大以下 ノ小結節ガ10個 バカリ

集 ツテ可成大キイ結節 ヲ作ツテ居ル.ア ルモノ・・乾

酪化 シ、上皮細胞ナク、巨大細胞モナイ。 ソノ他白色

濾胞 ノ中央二結核性病攣 ・極ク初期 ノ像 ヲ示セルモ

ノ鍛個認メラレル(病 攣十D。

海狸E,號1/10彪 、接種部位二於テノ・、壊死物質 ガ外

側二i逸出シ去リ、可成廣」汎二修覆機縛ガ行ハレ!テ居

ル。 上皮細胞 ハ可成認メラレ、 巨大細胞ナシ(病 墜

+ト)。

腎臓 病攣ナシ。

肺臓 肺胞内腔二圓形細胞 ノ寝潤 アリ、肺 ノ結核性

病攣 ノ極ク初期ノ像 ヲ示セル所2、3箇 所 アリ、大キ

サハ針 ノ先大デアル(病 攣 ±)。

肝臓 實質細胞二退行攣性ガ認メラレル。荏素 ノ作

用 ト推測サレ、結核・・認メラレナイ(病攣一)。

脾臓 粟粒大 ノ結節1箇 所アリ、乾酪化 ハ起 ッテ居

ナイ。巨大細胞 ナジ、上皮細胞ガ主デアル(病憂十)。

海猿D,號1/100彪 、 接種部位・・機化起 リ始メ、中

央二少 シ乾酪化 ジタ箇所 アリ、主 トシテ圓形細胞 ヨリ

成 ツテ居ル(病 攣度十)。

1110竈
、 接種部位ノ・機化起 リ始メ、圭 トジテ圓形

細胞 ヨリ成 リ、中央ニカナ リノ乾酪化現象アリ(病攣

度什)。

腎臓 病攣ナシ。

肺臓 肺胞内腔 二圓形細胞 ノ渡潤 アリ、一 ツ・粟粒

大 ノ結核デ、上皮細胞 ヨリ成 リ、巨大細胞ナシ。叉乾

乾化病竈ナシ(病攣度+↓)。

肝臓 邊縁二近イ所ニー ッノ懊状 ノ退行憂性見ラ

レル「(病攣度十)。

脾臓Malpigii氏 小髄 ヲ中心 トシテ結核性病攣起

ツテ居ル。孤立性 ノ粟粒性結核 ノ形デ、癒合ハシテ居

ナイ。中央二乾酪化 ジタ箇所 アリ、圭 トシテ上皮細胞

冒リ成 リ、巨大細胞 ナシ(病憂度什)。

海狸E2號1/10涯 、接種部位ノ・機化 ガカナリ進 ミ、上、

皮細胞 ト略1同 叛 ノ圃形細胞アリ(病攣度十)。

腎臓 病墾ナジ。

肺臓 病攣ナシ。

肝臓GlissonscheKapselニ ー一致 シテ粟粒大以下

ノ結核アリ、殆 ド上皮細胞 ヨリ成 リ、乾酪化現象ハ認

メラレナイ(病墾度±)。

脾臓 病攣ナ シ。

(2)第2群

海狸C5號1/100睡 接種部位、病竈ノ・結締織デ園 マレ、

機化・・高度デア以 中央二少 シ壌死物質が残存 シテ帰

ル(病攣度十)。

1/10選接種部位
、病竈ノ範園・・廣汎デアルガ、結締

織 ノ新生モ相當ニアリ、大膿二於テ修覆腰韓 ザ起 リカ

ケテ居ルガ未ダ完全デ・・ナイ。巨大細胞ナシ、圓形細

胞ヲ主 トシ、上皮細胞モ認メラレル(病 攣度十)』

腎臓 病墾ナシ。

肺臓 粟粒大、粟粒大以下 ノ結節 アリ、上皮細胞、

圓形細胞アツテ、結核性攣化ヲ示シテ居ル。乾酪化S'

性ナ シ(病攣度十)。

肝臓 病攣・・可成甚ダシク、GlissonscheKapsel

二相當 シテ起 リ、芥子ノ實大ノ結節アリ、叉謄管 ノ増

殖認メラレ、巨大細胞モ散見サ レル(病 攣度什)。

脾臓 大牛 ノ白色濾胞二相當 シテ結節 ガ認 メラレ、

赤色濾胞ニモ病攣アリ、乾酪化少 シク起 リ始メテ、巨.

大細胞モ少撒存在スル(病 攣度柵)。

海瞑(》 號11100猶 、 接種部位ハ出血 ノ像ア リ、修復

機韓モアマリ認メラレナイ。圓形細胞ガ主デ、上皮細

胞・・寧 ロ少ナイ(病攣 ノ程度十)。

1!10睡
、接種部位ハ病攣強ク、中央二壊死 ノ部分ア

リ、修復機榑が一部二起 リ始メテ居ル。大髄二於テ圓

形細胞多ク、上皮細胞少ナ久 巨大細胞・・認 メラレナ

イ(病攣iノ程度什)。

腎臓 病墾ナシ。

肺臓 多藪 ノ粟粒大以下ノ大 サ ノ肺胞性浸潤ア リ、

上皮細胞モ散見サレル(病 攣 ノ程度十)。

肝臓 一部分二輕度 ノ退行性墾性アリ、ソノ他 ノ部

分ニハ特別 ノ結核性病攣 ・・認メラVナf(病 憂 ノ程度

一)
。

脾臓 粟粒大結節4個 位集 ツテ殆 ド癒合 シテ 屠

ル。一部分乾酪化シ、殆 ド大部分 ・・上皮細胞 ヨリ成

り
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ル。 少 数 ノ圓 形細 胞 ハ認 メ ラ レ、 ソ ノ他 数 個 ノ白 「プ

ル パ」二相 當 シ、 病 攣 ノ起 リ初 メ タ所 ア リ、 巨大 細 胞

ハ見 當 ラ ナ イ(病 攣iノ 程 度 十十)
。

梅 猿E1號i/iooiE11、 接 種 ・部位 ニ ノ・修 復 機 縛 進 ソデ 居

ル(病 攣 度 ±)。

1110睡
、 接 種 部 位 ニ ノ・上 皮細 胞 ガ大 部 分 デ、 巨大 細

胞 稀 二件 ヒ、 中央 ハ乾 酪 化 シ始 メ、病 攣 ノ周 園 ヨ1)修

復 機 轄 が行 ハ レ テ居 ル(病 攣 度 什)。

腎 臓(病 攣 度 一)。

肺臓 氣 管 枝 周 園 二輕 度 ノ浸潤 ノ アル 程 度(病 攣 度

一一)
。

肝 臓 強 イ攣 化 ナ ジ。

脾 臓 大 部 分 ノMalpigii氏 小膣 ニー・致 シ テ結 核 性

攣i化 ア リ、 主 ト シテ上 皮細 胞 ヨ リ成 リ、アル モ ノハ数

個 ガ集 マ ソ テ癒 合 シ カ ・ リ、中央 二 ・・乾 酪 化 シ タ所 ア

リ、 巨 大 細 胞 モ ア リ(病 攣 度 十十)。

;海狸E5號11100雁 、 接 種 部 位 ノ・カナ リ機 化 作 用 ガ認

メ ラ レル が、 未 ダ多 数/上 皮 細 胞 、圓 形細 胞 が存 在 ヌ

ル(病 攣 度 十)。

1ムo竈
、 中央 二圓 形 細 胞 ヨ リ成 ル 膿 瘍 ノ如 キ部 分 ア

リ、ソ ノ邊 縁 二上 皮 細 胞 ガ存 在 スル 。 機 化 ノ オ コ リノ・

ジメ デ アル(病 墾 度 什)。

腎 臓 病 墾 ナ ジ。

肺 臓 病 攣 ナ シ。

肝 臓 病 墾 ナ シ。

脾 臓1、2個 ノMalpigii氏 小 髄 ニー 致 ジ テ、輕 度

ノ病 墾 ア リ、 主 二上 皮 細 胞 ヨ リ成 ル(病 攣 度 ±) 。

海 瞑D1號11100彪 、接 種 部 位 ハ機 化 が完 成 シ カ ・ リ、

ソ レ ト反 封 二塵 置 サ レナ イ デ残 存 セ ル所 ヤ、乾 酪 化 シ

タ儘 ノ物 質 ア リ、上 皮 細 胞 、圓 形細 胞 ハ減 少 シテ 居 ル

(病 髪 度 ±)。

1110遍…
、 接 種 部 位 ・・機 化 が カ ナ リ進 ミ、 乾 酪 化 シタ

箇所 モ殆 ド修 復 サ レテ居 ル 。 上 皮細 胞 、圓 形細 胞 トモ

慨 二減 少 シ テ居 ル(病 墾 度 十)。

腎 臓 病 攣 ナ シ

肺 臓 輕 度 ノ氣 管枝 周 園 性 圓 形 細 胞 浸 潤 ア リ、肺 胞

1内腔 ニ モ認 メ ラ レル(病 墾 度 ↓)。

肝 臓 病 攣 ナ シ。

脾 臓 殆 ド憂 化 ナ ク 、唯 一一・ツ初 期 ノ憂 化 ト思 バ レル

モ ノMalpigii,氏 小 艦 二r・)リ(病 攣 度 一)。

二海 狽D5號111`,o睡 、 接 種 部 位 ノ・機 化 が カナ リ進 ソデ

居 ル(病 愛 度 ±)。

1/
lore、 上 皮細胞アリ、中央 二少 ジ乾酪化 シタ所 ア

リ、修復機轄ハ起ツテ居ナイ(病攣度十)。

腎臓 病攣ナシ。

肺臓 肺胞内腔二圓形細胞 ノ浸潤 アリ(病攣度±)。

肝臓 非常二輕度 ノ實質 性退行攣性 アル ・ミデ、結

核性攣化ナシ。

脾臓 殆 ド攣化ナシ。

海狸D3號11100瑳 、接種部位・・カナ リ機化進 ミ、主

トジテ圓形細胞ヨリ成 り、中二僅少 ノ上皮細胞が見 ラ

レル(病 攣度十)。

腎臓 病攣ナシ。

肺臓 少蹴 ノ肺胞内腔中二圓形細胞 ノ浸潤 ガ僅少

二認メラレル(病 攣 ノ程度⊥).

肝臓 輕度ノ實質性退行攣性 ノ外病憂ナ シ。

脾臓 攣化割合二輕度デアル。Malpigii小 髄 ノ数

個 ノモノニ非常二輕 度ノ初期 ノ攣化ガ認 メラレル ノ

デアノレ(病墾度⊥)。

海狸D2號i/iooEE、 接種部位・・結締i熾ノ塘殖 ガカナ

リ著シク、主 トシテ圓形細胞 ヨリ成ル(病 攣度十)。

1110竈
、接種部位ノ・機化少ナク、-k1・ シテ圓形細胞

ヨリ成 リ、上皮細胞割合二僅少テアη、乾酪攣性モ少

ナイ(病攣度十十)。

腎臓 病攣ナシ。

肺臓 小氣管枝、氣菅枝 ノ周圃二圓形細胞 ・1蔓潤 ガ

軽度二存在スル(病攣度±)。

肝臓 輕度 ノ實質性退行墾性アル ノミデ、結核性病

攣ナジ。

脾臓 数個 ノMalpigii氏 小髄ニー致 シテ結節アリ、

ヒトシテ上皮細胞 ヨリ成 リ巨大細胞 ナク乾酪化墾性

ナシ(病攣度十)。

組織學 的所 見総括

1/lo。睡
、接 種部 位 デノ・殆 ド各例 二充分 ナ機化

現 象 力認 メ うしル。

1/
lt)ne、接 種 部位 デノ・、 多ク修 復機轄 ト炎症

機輔 トガ相 牛 バ ヘル像 斗呈 シ、 多ク乾酪 化現象

が認 メラレ病愛 ノ・相當 二高度 デア,・。

腎臓 各例 トモ病 攣 テ示 サズ。

肺臓 稀 二肺腔 内浸潤 テ呈 人ル動物 ・リ、多

クハ病攣 テ示 サナイ。

肝臓 稀 二粟粒大以 下 ノ結核 性結節 ノ散 見 セ

ラレル コ トトGlissonscheKapsel等 二輕 度 ノ
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浸 潤 ノ認 ノラ レルモ ノ ノアル コ トノ外ニノ・、著

明 ナ病攣 ハ認 メラ レナ ィ。

脾臓 多ク孤立 性粟粒 性結核 性病 攣 子示 シテ

居 ル。殆 ド上皮細胞 ヨ リ成 ツテ居 ル。雨群 ラ通

ジテ脾臓 ソノ他 ノ臓 器 ノ病後 一二組織學的 二顯著

ナ差異 ハ見出サ レナ イ。

第5節 本章 ノ小括

1.「 ・ソベ ル クリン」皮 内反慮 テ呈J・・)・人型菌初

感染1毎5冥12頭 ラ、Carlifantiノ 方 法 ニ ヨツテ

比較的 短時 日 ノ間 二脱感作 シタ。

2.睨 感作動物 ハ、死菌大 量 ノ唯1同 ノ腹膣 内

注 射 二依 テ多 クノ、「'ソ」反癒性 テ恢 復 スル。

:S.・ ノ量 ノ死菌 テ健 康拉 二結核 「ア レルギー」

動 物 ノ腹腔 内二1回 注射 シテ、Jc々 「ツ」反癒性

チ獲 得叉 ハ櫓 張 人ル ノテ見 タ。

4.「 ア レル ギー 、「アネルギー」雨動物群 二人型

結 核菌 チ用 ヒテコ,ホ 氏現象 ヲ検 シ、 コ ノ現象

ノ所見 トシテ肉眼的 ニモ組織學的 ニモ明瞭 ナ差

異 テ見出 ス事ハ出來 ナ カツタ。 内臓 ノ病攣 ノ程

度 二於 テモ肉眼的拉 二組織學 的 ノ差 別ハ 見 ラ レ

ナ カツタ。

即 チ本實験 二於 テ結核海瞑 ノ「ア し・しギー」ハ全

身的庭 置ニ ヨ リ比較 的動揺 シ 易 イモ ・デ ァル

ガ、「ア レルギー」ノ減 弱又 ・・塘強 二依 テ免疫 性

ノ動 揺 ・・見 ラレナ 久 即 チ「アい しギー」ト免疫

トハ必 ズ シモ李行 シナ イ事實 テ見 タ。

第2章BCG感 作及 ビ脱感作海狸二於 ケル加熱死結核菌 ニヨル

コッホ氏現象二就テ

第一章 ノ實験 二於 テ、人型 菌生菌初感染 海瞑 ・・、

僖 「ツ∫〈'・しクリン」二拳Sシ テ弓星イ「ア レルギー」}1犬

態 テ示 人が、叉菖1ッ'ご ル クリン」ニ ヨ リ比較的

容 易二脱感作 スル ・・トモ出來 ル。 コ ノ感作群 ト

脱感作群 卜・・「ツベ ル クリン」二封 スル反慮ハ、

皮膚 二於 テノ・、全然 無反慮 ノ状態 ヨリ、甚 グ張

烈 ナノ幻 劇 犬態 マデ ソノ差 ノ・極 メテ大 デ γル ガ、

コ ノ雨群 二同檬 二、 入型菌生菌 ノ再感染 テ行 ツ

テ つソホ氏現象 テ検 ス レバ、共 二定型的 ノ反慮

が生起 シテ、 つ レテ肉眼的 ニモ顯 微鏡的 ニモ ソ

ノ差 ラ明瞭 二識別 々 し」 トハ不可能 デ アツタ。

像備實験 二於 テノ・、余ノ・、BCG1薩 初 感染海獲

が、人型菌 ソ1。。。竈初 感染 海狽 』比 シテ「ア レ・レ

ギー」反慮(「 ッベ ・しクリ ン」反慮及 ピコ,ホ 氏現

象〉ガ微弱 デアル コ トテ實験 シタ。

舷 二於 テBCG1竈 初 感染 海瞑 二 第1項 ノ人型

菌初 感染 海瞑 二封 シテ爲 シタル如 キ脆感 作操作

チ行 ヘ バ、脱感作 現象ノ・更 二充 分 二行ハ レテ、

生菌,再 感染 二封 シテモ、脱感作群 ノ・、感作群

二比 シテ異 ツ ヌ反癒 テ呈 スルニノ・非 ザル カ トイ

フ想定 ノモ トニ、BCG初 染 感海猿 ∴ テ 第1項

ノ如 キ實験 テそ二〒ツタ。

而 シテ、本實験 二於 テへ 加熱死結核 菌ハ、結

核菌生菌 ト、結核菌菌罷成分 ∴ ヨル「ツベ ル クリ

ン」物 質 トノ中間 ノ性歌 ラ示 スモ ノトシテ、先 ヅ

加熱死菌 テ用 ヒテ、コ ヲホ氏現象 暇 リー コッホ

氏現象 ト構 ス、本來 ノ・生菌 二封 ス'し反癒 デ ア・の

テ検 シタ。

實験成績(第4表1

實験 動物Petragnani氏 培 地5週 間培 養 ノBCG

生 菌1竜 テ 左側大腿部 内側 二 注射 シタ雄性海

狽。感染後41日 目 デ、「ツ」反慮 ハ ノこ々陽性 二韓

化 セルテ見 ル。

脱感作操作7頭 ノBCG感,染 動物 ノ中3頭 テ

選 ンデ 第1項 實験 二 於 ケル 如 ク、10倍 稀繹蔭

「ツベ ル クリン」液0 .25c.c.・・、 感染後44日 日 ヨ

リ、1日1回10日 間 連緬 シテ皮下 二注射 シ、他

ノ4頭 ・・ソノママ放 置 シテ、脱感作操作 完 了後、
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蓼 日7頭 トモ第2回 目 ノ「ッベル ク リン」皮 内反

庭検査 テ行 ツタ。

脱感作操作 テ 施行 シタ3頭 中、2頭 ノ・完全 二

「'ソ」皮膚反慮性 ヲ清失 シ
、1頭 ノ・省微 弱 ナル反

慮 テ呈 シタ。

腕 感作 操作 テ施行 セザル4頭 ハ、勿論 「ツ」反慮

陽性 デ アツ タ。

加熱 死結核菌 ノ製法 實験 二使用 シタ加熱死菌

ノ・、Petragnani氏 培 地上7週 間培養人型F株

菌 テ生 理的食盤 水 ノ1c.c.中 二10延 ノ 割合 二 含

マ セタ俘游 液 テ100度 ノ コ ッホ氏釜 中 一テ1時

間 加熱 シタモ ノデ アル。

再接種操作 加 熱死菌浮游液 ノ0.1c.c・(菌 量1

涯)テ 前記7頭 ノ海瞑 ノ豫 メ充 分 二 脱毛 シタ腹

面皮 内二注射 シタ。 第2封 照 トシテ健康 海猿2

頭 二、 同量 ノ加熱死菌 ノ接 種 テ行 ツタ。

観 察ノ・感染初期 ニノ・毎 日、 爾後ノ・4日 乃至1週

間 ノ間隔 テオ ィテ之 テ行 ヒ、圭 トシテ注射局所

ノ登 赤程 度、硬結 ノ大 小、膿瘍 、潰瘍形成拉 二

治癒 二赴 ク速度等 テ標準 トシテ封照 ト比較 シ、

早期反慮、 不感性 ノ有無 、 ソノ他局所免疫性 ノ

有無 ラ先 ヅ判定 シタ。次 デ30日 目一、試 獣 テ凡

テ同時 二屠殺 シ、淋 巴腺及 ビ内臓 ノ攣 化 テ肉眼

的 二観察 シ、注射局所 ノ組織 テ トツテ之 ラ組織

學的 二検 索 シテ最後 ノ判定 テ下 シタ。

肉眼 的所見 各例 テ通 ジテ肉眼的 ニノ・殆 ド攣化

ノ、ナ カツ タ。即 チ、注射後2日 目 ニノ、総 テ、黄

褐乃至赤 色 ノ米粒大 ノ膨隆 テ示 シ5日 目ニハ、

殆 ド線 テ黄 色 ノ膿 瘍 テ形成 シ、13日 ノ・完全 二痂

皮 テ形成 スル。30日 目…;.モ痂 皮 ノ・術厚 イガ殆 ド

癩 痕治癒 ノ状態 ヲ示 ス。

「ッベル クリ ン」 塵 置群 ト非塵 置群 トノ間 ニ

ハ、第1項 實験 二於 ケルガ如 ク.肉 眼的 ニノ・全

然差 別 ノ、認 メラ レナカツタ。

組織 學的所 見 次 二組織學 的 ノ所 見 テ簡軍 二記

載 ス レバ次 ノ如 クデアル。

(A)「 ツベル クリン」反復注 射動物

海狸第1號 皮下結締織組織 二・・、一部退行性墾化 ヲ

示ジタ白血球 ノ集籏、ジタ膿瘍竈 がアリ、ソノ周團ノ結

締織繊維・・疎 トナリ、殆 ド原繊維ヲ認 ノナイ。振大 シ

テ検鏡 スレバ、コノ部・・紡錘形細胞、大軍核細胞が多

数二集籏 シ、一ツノ肉芽組織 ヲ形成 ジテ居ル。比較的

多数 ノ毛細管が散在 シ、ソノ内皮細胞 ノ獲芽 ヲ認 メル

モノモ砂 カラズ存在スル。異物形巨大細胞ガ2、3個

アリ、 ソノ核ノ大 キサ・・、大軍核細胞 ノ夫 ト略1等 シ

ク振散性叉ノ、偏極性 ノモノヲ認メル.ソ ノ外側ノ・皮下

繊維暦二漸次移行スル。

海猿3號 皮下結締組織 内ニノ・、偶「エオジソ」嗜好性

細胞及ビ淋巴球 ノ廣汎ナ浸潤ガアツテ、ソノ問二散在

スル多敷 ノ毛細管〉・振張充當 シ、且各所二不規則性散

在性 二赤血球 ノ逸出ガアリ、コノ部 ノ皮下繊維 ハ爲 二

構造 ガ不鮮明デアル。1號 二比 シテ紡錘形細胞、「つヰ

プロブラステソ」及ビ大軍核細胞 ノ遊出が械 ノテ輕微

デ、巨大細胞・・認メラレナイ。

海猿2號 局所皮下組織 ニハ大単核細胞及 ビ紡錘形

細胞 ヲ圭 トシタ淡明ナー暦がアツテ、多核白血球 ノ・極

メテ少ナク周園 ト明確二境セラレテ帰ル.毛 細管モ少

数存在スル。

(B)非 慮 置群

海猿4號 局所 ハ正常ノ繊維構造 ヲ失 ヒ、多敷 ノ大箪

核細胞乃至上皮細胞 ガ稽G稠 密二集籏 シ、屡 く突起ヲ

以テ相連繋 シ、ソノ間マバラニ多核 白血球乃至ソノ崩

壊残渣が散在性二見 ラレル。コレラノ暦 ハ往 々小繊維

束ニヨリ不規則二匠劃セラレ・テヰル。毛細血管ノ・諸威

二散在スノレ。巨大細胞モ比較的多倣二散在 シ、ソノ形

状・・多 クノ・類圓形 ヲ呈 シ、 ソノ核がラソグノ・ソス型

ノ排列 ヲ1・ノvモノガ船クナイ。核ノ数ハ10倣 個内外

ノモノガ多イ。本病竈 ノ外部 ・・正常皮下組織 二移行 シ

ソノ境界ノ・稽 く明確デアノレ。

海狸5號 皮下組織 内二横走性二儒 「エオジ1ソ」嗜好

性細胞 ノ浸潤暦 ガアツテ、大輩核細胞がソノ問二比較

的多数二遊出シ、ソノ中ニハ前者ヲ撮 出シタモ ノガ散

見セラレノレ。浸潤暦内ニノ・毛細管少ナイ。而シテ本暦

ノ境界・・比較的明確デアル。(4號 二比較 シテ白血球

浸潤が大デ充血・・少ナク、巨大細胞 ガナイ)浸 潤暦内

二微細ナ皮下膠檬繊維 ガ不規則二走 リ大小 ノ網状 ニ

コレヲ匿劃ジテ居ル。

海狽6號(「 ア1ノルギー」状態初 メヨリ弱 シ)局 所 ニ

ハ多核白血球 が稠密二集籏 シタ類圓形 ノ膿瘍竃ガア

ツテ、赤血球カツ ノ問二不規則二昔嫉 シテ居ル。本暦

ノ用邊 ヲ園維 シテ大 軍核細胞及 ビ紡錘形細胞 カラ成
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ツター 層 ガ アノレ(浸 潤 性 ト名 附 ケ得 ル) 。コ ノ中 二薮 個

ノ巨 大 細 胞 ヲ認 メル 事 ガ 出來 ル。屡 くコ レ ラ ノ細 胞 ハ

細 イ突 起 ヲ以 テ微 細 ナ網 状 構 造 ヲ形 成 シ、ソ ノ膿 瘍 竈

二近 イ部 ニ ハ崩 屡 白 血球 残 渣 ガ 散 在 シ 或 ・・之 ガ食 喰

セ ラ レテ居 ル ノガ見 ラ レル 。

海 狽7號 、6號 ノ所 見 ト大 差 ・・ナ イ。膿 瘍 暦 ノ周邊/

浸 潤 屠 二 ・・紡 錘 形 ノ細 胞 が前 者 二 比 シテ 多籔 二 認 ・

ラ レル。

1號 、2號 、3號 ノ組織 所見ff,k括 ス レバ、「ア

レルギー」性憂化、滲出性攣 化ラ主 トシ、 イ・・バ

炎症 ノ初 期 ノ像 与示 シ、殊 ニソノ典型的 ノ像 ハ

;3号虎二認 メラ レル。

4號 、5號 、6號 、7號 ハ、前者 二比 シテ梢 ミ

第4

遅 延 シタ時期 テ示 シ、大軍核細胞 、 「フ牛プロブ

ラステン」ラ認 メルコ トガ出來 ル。即 チ、イノ・バ

修復機轄 テ示 セルモ ノデ アル。

以上 ノ死菌皮 内注射直後 ヨ リ30日 マデ ノ肉眼

的所 見及 ビ30日 目 ノ局所組織 像所見 ヨ リ、脱感

作 操作 ガBCG感 染 動物 二封 シテユt塗 氏現象

二於 テ肉眼的 二認 メ得 ベ キ攣化 テ呈 セ シムル ゴ

トノ・出來 ナィガ、組織像 ラ参 照 シテ、脱感作操

作 ガ「アレルギー」性 炎症 ノ修復機 韓 ヘ ノ轄 化 テ

ム シロ遅滞 セ シムル ニノ・非 ザルカ ノ如 キ所 見 チ

認 メタ。
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第3章BCG感 染及ビ脱感作海 瞑二於ル人型結核菌生菌 ニヨル

コ ッホ氏現象 二就テ

仁章二於 テノ、、BCG1竈 感染 海狸 二、第1項 、

第2項 ノ實験 二於 ケル如 キ脱感作操作 テ2同 二

亙 ツテ繰返 シ施 行 シ、後 人型結核 菌生菌 テ用 ヒ

テ コ ・ホ氏現象 テ検 シタ。

第1章 ノ實験 二比 シ、實験動物 ノ「アレルギー」

ハ更 二著 シク滅弱 セル状態 ニ ア リト思考 セ ラ レ

ル。(第5表)

(1)實 験 動物

膣重300-500瓦 テ有 スル雄性海瞑14頭 ラ使 用

シ・豫 メ10倍 稀稗善 「ツー・ル クリン」ラ以 テ
、皮

内反慮陰性 タル コ トテ確 メテ後使 用 シタ。

(2)免 疫 元
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BCG細 菌 學 教室所藏 ノBCG株 ラ ペ トラニ ヤ

ニ三氏培地 二4週 間培養 シタモ ノヲ使用 シタ。

(3)免 疫 法

BCG生 菌1醒 一チ、生理的食盤水5c.c・二俘游 セ シ

メテ、14頭 中11頭 ノ右側 大腿上部 内側=注 射

シ、残 リ ノ3頭 ノ・封照 トシタ。

〈4)「 ツ」不 感性 トナ ス實験

上述 ノBCG感 染 動物 ガ30日 一一丁経 テ、 へベ テ

「ツ」二封 シ陽性 ノ反慮 テ示 ス ノザ確 メタ後 、第

1群 トシテ7頭 チ選 ビ、感染後32日 目ヨ リ10

日間、及 ビ62日 目ヨ リ10日 間、前後2同 二亙

ツテ、第1項 、 第2項 ノ實験 二於 ル如 ク脱 感作

操 作;1行 ツテ、全7頭 ノ動物 テ シテ完全 二「ツ」

不感 性 タ ラ シメ タn残 リノ4頭 ノ、第2群 トシテ

脱感作操作 テ行 ハ ナヵツタガ、 是等 ノ動物 ノ・夫

々中等度反慮叉 ノ・弱陽性 ノ「ツ」反慮 号呈 シタ。

尚第3群 トシテ健康動物3頭 テ使用 シタ。 コ ノ

操 作 ノ前後 二於 テ、實験 動物 ノ・榮養 ノ障碍 テ來

シタモ ノナ 久 殆 ド全部 ノ動物 ガ、甚 ダ シキノ、

100瓦 一=・及 プ禮重 ノ壇加 テ示 シタ。 脱感作操作

ラ行 ノ・ザ ル試 獣拉 二第2封 照 ノ試獣 モ夫 々顯著

ナ盟 重 ノ檜加 テ示 シタ。

傷)人 型 菌再感染試験

供試 海狼14頭 中、第2群 タルBCG感 染 後、脱

感作 操作 テ施 サ ナイ動物4頭 ノ・盤 ク翌 日粟粒 大

乃至米粒大 ノ浸潤或 ノ・硬結及 ビ登赤 ヲ示 シタ.

注 射後5日 目 二至 ル ト小豆大以 上 ノ腫脹 ラ有7・

ル モ ノ2頭 、米粒大 ノモ ノガ2頭 デ アツタn

小 豆大 ノ腫脹 テ示 シタ2頭 ノ中1頭 ハ膿瘍 テ形

成 シタ。7日 目 ニハ4頭 ノ中2頭 膿瘍 テ形成 シ、

10日 目一ノ・スA"Lテ深 イ膿瘍 テ形成 シ、或 ル者 ノ・

深 ク痂皮 テ以 テ覆 ノ・レ、痂皮 テ張 ヒテ除 去 ス レ

バ、悉 ク、膿汁 ノ分泌 サ示 シ、14日 目二 ・・4頭

中.1頭 デノ・膿液 ノ分泌 がヤ ンダ。17日 目二 ・・2

頭 ヤ ミ、又悉 ク痂皮 テ形成 シタ。22日 目ニノ、既

・・=・・潰瘍 性搬痕 テ螢 ミ、 分泌液"f見 ナf。26日 ニ

ノ・全 ク正常 ノ搬痕 ノ ミ トナツタ。

脱 感作 群 二於 テハ、7頭 テ通 ジ、1頭 ガ牛米粒

大 ノ硬結 ヲ示 シタ ノミデ、 爾籐 ハ悉 ク、反慮 ザ

示 サナ ィ。5日 目(コ ノ日マデニ2頭 ガ 死 亡 シ

タ1ニ ノ・5頭 中4頭 ノ・牛米粒 大 ノ硬結 テ示 シタ、

磯 赤 ノ・顯 著 デナ イ。1頭 ・・米粒 大 ・硬結 一1示シ

タ。 糞赤 ハ同檬 二顯著 デナ カツタ.

シカ シ7日 目ニ ナル ト5頭 ノ海狸 ハ悉 ク小豆大

ノ硬 結浸潤 ヲ示 シ、1頭 ヵ ラハ多量 ノ灰 白色膿

汁 ノ分 泌 ガアツタ.10日 目 二至 ル ト総 ベ テ潰瘍

一チ形成 シ膿汁 チ分泌 シタ
.ソ ・所見ノ・殆 ド第2

群 第1封 照 ノ4頭 ノ10日VI∴ 於 ケル所 見 ト同様

デ アツタ.14日 目 ニハ痂皮 形成著 シク、 張 ヒテ

之 テ剥 離 ス レバ1頭 ノ・膿汁 テ分泌 シタ。22日 、

26日 二於 ケル所 見 デノ・、動 物 ・・夫 ・・大 キ イ綾痕

形成 テ以 テ治癒 シタ歌態 テ示 シタ。

封照 ノ3頭(初 感染)ノ・7日 目 二至 ツテ漸 クノ1こ米

粒大 ノ硬結 テ生 ジ、10日h-・ ・小豆大 ノ膿瘍 ヲ

形成 シ、17日 目ニハ中1頭 ・・大豆大 ノ膨隆 セ ル

中心部膿瘍ニテ形 成 シ、22日 目一ノ・中1頭 ハ大 豆

大 ノ膨隆 セル中心部膿瘍 サ形成 シ、22日 目 二至

ル ト直径15糎 内外 ノ潰瘍Jチ形成 シ.多 クノ・痂皮

手以 テ覆 ノ・レ テ居 ルガ剥 離 ス レバ、 分泌物 多量

二認 メラ レタ。

第3項 ノ實験 二於 ル局所所 見ノ・、脱感染群 二於

テ、大量核結菌 生菌 再接種 二依 ル所謂 コ,ホ 氏

現 象 ノ定型的 ノ像 ノ・殆 ド認 メラ レズ、殊 二感作

群 二於 テノ・、獲赤 ノ・2日 目所見 二於 テ既 二顯 著

ナルニモ不拘、脱感作群 二於 テハ之 テ鋏 キ、「ツ

ベル ク リン」二 封 スル 「ア レルギー」性局所反 慮

ノ存在 ノ・否定 セラル ル ト共 二、生菌 二封 スル 「ア

レ・レギー」性局 所反慮 ノ存在 モ極 メテ不鮮 明 ナ

ルイ知 ル。 即 チ「ツ・ごル クリン」睨感作操作 ハ同

時 二生菌 二封 λル「ア レルギー」性反慮 ノー部 一・

モ奪 ツタモ ノ ト思考 セラル。

次 デ各群 ノ動物 一声再感染後28日 目(初 感染後99

日 目)二 絡 ベ テ屠殺 シテ、 内臓 ノ攣 化、淋 巴腺 ノ

病攣 ヲ見 タ。 ソノ所 見ハ次 ノ如 クデアル。

局所淋巴腺所見

各實験動物 ヲ通ジ初感染部位 ハ左側大腿部 デアルが、

再感染部位・・右胸上部デアルタメ、局所淋巴腺 ノ主ナ

所見ハ、右腋窩背側淋巴腺及 ビ右側淺鼠瞑淋巴腺並二
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左側腋窩腺二於 テ顯著デアツタ。第1群 、第2群 ヲ通

ジテ病攣 ノ程度 ハ殆 ド選ブトコロガナイガ、封照二比

ヌ レバ幾分淋巴腺 ノ腫脹ガ目立タナカツタ。

遠隔淋巴腺所見

遠隔淋巴腺 ヲ総括的二観察スル 時・・雨免疫群ノ・何 レ・

モ封照二比 シテ病攣 が輕度デアル。肉眼的所見二於テ

モ雨免疫群二於テノ・、顎下、上深頸、氣管、氣管枝、腸

間膜、肝門淋巴腺 ヲ通 ジテ殆 ド認 ムベキ墾化ガナ久

i封照動物デ腸問膜淋巴腺ナ ドニ攣化 ノ認 メラレ・ル ノ

ニ比 シテ輕度デアル。而ジテ1110猶感 染後28日 ノ所見

一テ遠隔淋巴腺 二肉眼的二 明ラカニ認メラレ・ノレ攣牝

ハ割合二少ナイ。

全淋巴腺所見

近接遠隔 ヲ論ゼフご、全淋巴腺ヲ総括的二観察ス レバ、

免疫部タル第1群1・ 第2群bノ 間二明瞭ナ差異 ハ認

メラレズ、病攣 ・・封照二比 シ輕度デアル。

内臓所見

BCG接 種動物二於テハ、感作群、脱感作群 トモ封照

動物二比シ、内臓 ノ病攣ノ・極メテ輕度デ、殆 ド脾臓二

病攣 ガ認メラレルニ過ギナイ。雨群 ノ間二特二病攣 ノ

程度 二瞭然 トシタ差異が見出サレナイ。

(6/本 章 ノ小括

BCG1彪 初 感染 海狽 二前後2回 二亙 ツテ 脱感

作操作 テ行 ツテ、動物 ガ「ツベル クリン」二封 シ

テ ノ ミナ ラズ、結核 菌生菌 二封 スル反磨(三 一ッ壷

氏現象)モ 著 シク 減弱 セル テ認 メタ.而 モ、感

作、脱感作 雨群 二於 テ淋 巴腺 、 内臓 ノ免疫状態

一異 同 ガ認 メ ラ レナ カツタ.即 チ本實験 ノ・コッ

ホ氏現 象 ガ生菌 二封 スル個罷 ノ「ア レルギー」性

拉 二発疫 性 テ表現 セル モ ノト ノ從來 ノ解繹 二從

ヘ ベ コッホ氏現象 二於 テ ソ ノ免 疫性 デ維持 シ

ナガ ラ、 「ア レル ギー」性 炎症 性過程 ノ少 ナ ク ト

モ幾何 カテ除去 シ得 タモ ノト信 ズル。

第2篇 局部的=皮 膚ヲ脱感作シタ結核海狽二於ルコッホ氏現象二就テ

第1篇 ノ實験 二於 テ、 「ツベル ク リン」テ皮下 二

反復大 量 テ投與 シテ、全 身 ノ皮 膚 ヲ「ツベ ル クリ

ン」皮 内投與 二封 シテ不 感性 タ ラ シメテ、コッホ

氏現象で 検 シ、十分 ナ脱感作 ガ コッホ氏現象 ヨ

リマル 程度 ノ「ア レル ギー」牲反慮 ヲ解離 セ シ

メ、 而 モ ソノ際免疫性 ハ保有 サ レル モ ノデ アル

コ トヲ實験 シそ尋タ。

本實験 二於 テノ・、實験 的結核動物 ノ皮膚 二、局

所 的 二各種 ノ操作 ラ加 ヘテ、 ソノ局所 ノ皮 膚 テ

所謂 「ツベル ク リンアネル ギー」ノ歌態 二導 イテ

ソ ノ部 二於 ケル コリボ氏現象 ラ検 シタ.
、

而 シテ豫備實験 トシテ,如 何 ナル操作 ガ、 局所

的 二「ツベ ル ク リンア レル ギー」ノ歌態 テ減 弱乃

至消失 セ シムル カテ實験 シタ。

第1章 太陽燈光線 ノ照射 ニヨル局所的 「アネルギー」二關スル實験

第1節 豫備實験

紫外線全 身照射 ガ、實験 的結核 海狸 ノ「ッベ ル ク

リ ンア レルギー」テ減弱 セ シメル事 ノ、Naster(29ノ

ノ實験 ガ アル。Volk(30)ノ・局所的 二、 紫外線 テ照

射 シテ、 「ツベル クリンア レル ギー」ノ歌態 トナ

スコ トガ出來 タ。

以 上 ノ文獄 上 ノ實験 的事實 ヨリ出登 シ、如何 ナ

ル量 デ コノ歌態 テ獲得 シ得 ル ヵテ實験 シタ.

實 験 動物 ノ・、 成熟健康雄性 腹部 白色毛海猿400

瓦 内外 ノモ ノ4頭 テ用 ヒ、 豫 メ10倍 「ツ」反磨

テ行 ツテ結核 テ否 定 シタ。

感染 方法ノ・s人 型F株Petragnani氏 培 地5週

間培養 ノ菌 デ1000分 ノ1瓦 ラ5c.c.ノ 生 理的食

盤水 二俘游 サセ テ、右大腿部 内側皮下 二用 ヒタ。

次 デ他 一2頭 テ選 ン犬BCGPetragnani氏 培

地6週 間培養 ノモ ノ1竈 テ5c.Q・ ・含 マセテ注射

シ タ。

「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 ノ・感 染 後30日 目 一 夫 々 陽

性 ナ ル ラ認 メ タ 。

實 験 二使 用 シタ 太 陽 燈 ノ・、100「 ボ ル ト」7.5「 ア

ンペ ア」ノ モ ノ デ ア ル 。
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皮 膚 面 二於 ケル紫外線 ノ照射 ノ・、腹面左側部 ラ

十分 二脱 毛 シテ、照射部 ノ・縦10楓 横5糎 トシ

テ、他 ノ部分 ノ・充分 二被覆 シテ之 テ行 ツタ。

人 罷 二於 テ用 フル照射量 ノ・、例 ヘバ、初 同焦鮎

皮 膚間距離100糎 、 照射時間5分 ノ如 キ量 デノ・

照射 シテ10日 二亙 ルガ、「アレルギー」ノ歌態 ノ

攣化 テ招來 サ スコ トガ出來 ナカ ツタ。

弦 二於 テ、初 メヨ リ照射時間20分 、焦黙皮膚間

距 離25糎 トfフ 大量 テ用 ヒテ實験 テ行 ツタ。

(1)1同 照 射(實 験 動物1頭)

「ツ」反磨 ノ検査 ノ・照射後2時 間 目二行 ツタ
。非

照射部位 卜比較 シテ、反慮 二攣化 ノ、ナ カツタ.

非 照射部位 ハ封稔 的 ノ右 側腹面 テ十分脱毛 シテ

行 ツタ。

(2)3同 照射(實 験動物1頭)

1頭 テ選 ンデ、 隔 日2、3同 、 以上 ノ如 キ照射 テ

行 ヒ、 第3同 照射 ノ翌 日、10倍 「ツ」反慮 テ行 ツ

テ、48時 間 目 ノ所 見 二於 テ、 「ツ」反慮 ガ減弱 セ

ル ノテ見 タ。

(3)5同 照 射(實 験動 物2頭1

3同 マ デノ照射 ノ・、 コ レテ隔 日二行 ヒ、1週 間

ノ休 止 テオ ィテ更 二2同 照射 テ繰返 シ、最後 ノ

照射後2日 目一・一「ツ」反慮 ラ行 ツテ、1例 ハ非照

射部位 二比 シテ甚 ダ シク減弱 シ、1例 ノ・、殆 ド

「アネルギー」ノ病態 トナス ゴ トガ出來 タ
。

而 シテ、實験 ノ前後 二於 テ、3頭 トモ梢 く緊張

テ訣 キ榮養 ノ減弱 テ來 シタ。

(4)5同 照 射(實 験 動物2頭l

BCG免 疫 動物 一テ殆 ド隔 日二5同 照射 テ行 ツ

テ、榮養 ノ障碍 テ來 象コ トナク、照射部位 テ「ア

ネルギー」ノ状態 トナス コ トガ出來 タ。

第2節 本實験(1)(第6表 及 ビ第7表 甲)

豫備實験 ノ如 クニ シテ得 タBCG1雇 感 染海狸

5頭 二、 殆 ド隔 日二6同 二亙 ツテ、太陽燈1同

量20糎25分 照射 テ行 ツテ、完全 二局所 テ脱感

作 スルコ トガ出來 タ.

シカ シ封構的 ノ非照射部位 モ幾分 ヵ「ツ」反癒 ノ

減 弱 テ見 タ。第2同 目 ノ「ツ」反慮 テ検査 シタth、

人型菌1/1。醒 及 ピ1/1。。。薩 テ用 ヒテ、生菌 ノ再感

染 テ行 ヒ、所謂 コッホ氏現象 テ検 シタ。 コ ノ際

封照 トシテ2頭 ノ健康海猿 テ使用 シテ同一 ノ菌

量 ラ注射 シタ。 ソノ肉眼的、蚊 二30日 目 ノ検鏡

的所見ノ、次 ノ如 クデアル。検 鏡所見 ノ、3頭 二於

テノ ミ見 タ。

肉眼的所見、1/1。涯 接種部位

5例 テ通 ジ接種部位 ハ、 照射側 二於 テモ非照射

側 二於 テモ3日 目ニハ悉 久 小豆大 ノ膨 隆 テ示

ス、 雨側 ノ所 見 二於 テ殆 ド差異 ガ認 メ ラナ ィ。

5日 目ニノ・膨 隆部 ノ獲赤 ノ・強 ク、頂 上 二黄色膿

瘍 ヲ形成 シ、7日 目一ノ・破壌 スル。

10日 目二膨隆 ノ・梢 ㌃減退 シ初 メ、潰瘍 ノ・結痂形

成 テ來 シ、17日 目頃 ノ・多 クノ・、 「アネルギー」

測 ヨリ治癒 シ初 メ、18日 目ニハ 照射側 ハ 緩痕

トナ リ19日 目非照射側 モ癒痕 トナ ツテ 治癒 ス

ノレ^

封照 ノ2例 デノ・、5日 目輕 イ小豆大 ノ膨 隆 ラ來

シ、12日 目頃 ヨリ、破 壌 シ始 メル。化膿部 ノ周

園 ハ強 イ赤色 テ呈 シ、30日 目二至 ル モ濃瘍 ノ・新

鮮 ナ封犬態 ニアル。

1/
1u・・彪接種部位

1/
1・・。延接種部位 デハ、10日 前後 二漸 ク米粒大 ノ

膨 隆 テ見、照射皮膚 ト非照射皮膚 トニ於 テ肉眼

的 ノ攣化 ノ差異ノ・認 メ ラ レズ、 ソノ後 日時推移

スルモ増大 ヤ化膿等 ラ來 スコ トナ久30日 目 ノ

所 見 デへ 左右 トモ痕 跡 テ残 ス コ トナ ク吸牧 サ

レ〆ノレo

BCG感 染 動物 ノ太 陽燈 照射 ニ ヨル 「アi,ル ギ

ー」部位拉 二「アレル ギー」部 位 ニハ
、人型菌1/1。

竜 及 ビi/i・・薩接種部位 二於 テ、 肉眼的 ニノ・病 攣

ノ起始、進展 ノ有様 二、著明 ナ憂 化 テ認 メラ レ

ナィ。

病理組織學的所 見
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以上 ノ動物 ノ中、3頭 二就 テ皮膚 二於 ケル注射

局部 ノ組織 學的検 索 ラ行 ツ タ。

組織 學的所 見(1/、。竈注射局所)

海猿S3號 、 照射部位、膿瘍 ヲ形成 シ、上皮様細胞多

敷二認 メラレル。結締織組織 ノ新生ガアル。

非照射部位、結締織繊維 ノ新生 ガ照射部位 ヨリ遙 カ

ニ多〃、 フヰプロブラステソ」多鍛二散見スル。 叉小

圓形細胞 ノ浸潤ア リ、上皮様細胞モ多倣デアル。

海猿S4號 、照射部位、上皮標細胞 ノ浸潤ガ強 イ。

非照射部位、多核白血球多ク、叉「ビアリーソ」性退行

攣性 アリ、叉結締織組織 ノ新生ノ・照射部位 ヨリ弧イ。

海狸S・ 號、照射部位、急性炎性 ノ像 ヲ呈 シ、膿瘍 ヲ

形成 シ、上皮標細胞甚 ダ多ク、叉「フヰプロブラヌテ

ソガ 認 メラレ・結締織組織 ノ新生ガアル.

非照射部位、結締織組織 ・新生多クソノ中二圓形細

胞 ノ浸潤ガ認メラL/ル。

コ レラ ノ組織像 ノ・、次 二述 ベ ルガ如 キ、人型菌

感染動物 二於 テ1竜 ヨ リ1000分 ノ1竈 テ 感染

サセテ、ソ ノ局所 テ接種後18日 目二検 シタ所 見

ト甚 ダ近 久EPチ30日 目 二於 テモ照射部位 ノ・、

術炎症 ガ遺存 ヘル傾向 ガ強 イガ、著 シク限局 性

膿瘍 テ形 成 スル傾 向 ガ アリ、非照射部位 ノ・スデ

ニ修復 機轄 テ示 シテ、結 締織組織 ノ形成 ガ著 明

二認 メラ レル。 尚正 常動物 ノ皮膚 二、5回 隔 日

二以上 ノ量 ノ太 陽燈 光線 テ照射 サ セタ例 デ、組

織標 本 テ作成 シ多 ク ノ中性多核性細胞 ラ認 メル

コ トガ出來 タ.

本實験(2)(第6表 甲及 ビ第7表 乙)

豫備實験(1)(2)(3)二 於 ケルガ如 キ、人型菌

i/
,。、,(,薩感 染海猿 テ 用 ヒ、50日 間 ・=.上記 量

ノ太 陽燈 照射 ラ13同 繰返 シ、漸 クニ シテ完 全 ナ

ル 「ツ'ぐル ク リンアネルギー」ノ歌態 テ得 タ.非

照射側 モ「ツ」反慮 ノ・著 シク減弱 セル状 態 ニ ァツ

タ。

斯 カル状態 トナツ タ海狸 二、(A)人 型 菌1冠 、

(B)1/1(,竈 、(C)i/1。 。薩,(D)1/1000延 テ 照射部

並 二非照射部 二左 上A、 左 下B、 右上C、 右 下

Dノ 位 置ニテ合計8箇 所 二皮 内注射 シ、感染 局

所 ノ経 過 ヲ観察 シ、16日 目二撲殺 シテ局 所 ノ組

織標 本 テ作 成 シタ。ソノ詳細 ナル組織學的所 見、

蚊 二肉眼的 ノ所 見ノ・次 ノ如 クデ ァル。

肉眼的所見

肉眼的 二1延 、1/10匙 、1/、。・薩 注射局所 ノ・何v

モ、感染 ノ翌 日二既 二盤 ク米粒大乃至小豆大 ノ

硬 結、 獲赤 ヲ示 シ、1/1・延 ノ感染箇所 モ牛米粒

大 ノ硬 結 斗示 シタ.

3日 目ニノ、梢 ≧浸潤 ノ度 テ檜 シ、1延 接種部位

ノ如 キ雨側 トモ、寧 ロ非照射側 ヨ リ膨大 シ、1

例 ノ膿 瘍 テ形成 シテ居 ル。

5日 目二 ・・100分 ノ1彪 以上 ノ箇所 ノ・殆 ド皆膿

瘍 テ形成 シ、或 モ ノノ・破壊 シテ居 ル。

7日 目 二至 レバ1/、。醒 以上接種 ノ箇所 ノ・線 テ

痂 皮 テ形成 シ、 夫 々大豆大 ノ中心痂皮 形成壌死
●

性 ノ浸潤 テ形成 シテ居 ル.

15日 目 ニノ・1雇 立立二1/10延 、1/100竈接 種 ノ箇所 ノ、

何 レモ癩痕 性治癒 テ螢 ンデヰル.ソ 、・。。涯接種

ノ部位 ノ・遙 ヵ二小 サ イ硬 結 二止 ツテ膿瘍 形成 二

至 ラナイ。

健康被 照射動物1例=一 、1/、 。延 斗接 種 シテ局

所 ノ攣 化 テ 検 シタ。7日 目 一 至 ツテ漸 ク硬結

ラ生 ジ、15日 目一ノ・膿 汁 ラ排出 セル膿瘍 ヲ認 メ

タ。

以上 ノ肉眼的所 見 ヨリスレバ、 照射側 ト非照射

側 トノ間 二、 ソノ縄 過 二於 テ、 ソノ硬結、登 赤

ノ出現 ノ有様 ソ ノ張度等 二、 何 等 ノ差異 テ見出

スコ トガ出來 ナ イ。

組織學 的検 索116日 目ノ

海狸Sb號 、1地 注射局所、照射部位、急性膿瘍形成

ノ像 ヲ示 シー部分壌死二1唱ツテ居ル。 上皮細胞 ヲ含

ム。巨大細胞 ハ見當ラナ イ。

非照射部位、病攣局限サレテ居ル。「ピア リーノ」性退

行髪性 ヲ示シ、小圓形細胞、淋巴球 ノ浸潤 ガ認メラ レ・

ル。上皮細胞ハ認 メラレ!ナイ。

1!
10殖 注射局所、照射部位、局所 ハ膿瘍 ヲ形成 シテ居
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ル タ メ棘 状 暦 ノ細 胞 ・・扁ZISト ナ ツテ ヰ ル、毛細 管 層 ノ

血 符 ハ少 シ搬 張 シテ居 ル 。 コ ノ膿 瘍 ・・、多核 中 性 嗜好

性 細 胞 、 淋 巴球 、 上 皮細 胞 ヨ リ成 リ、一・髄 二膿瘍 ノ周

邊 へ 疎 トナ ツテ ヰル 、 浮 腫 ノタ メ ト思 ハ レノレ,

非 照 射 部 位 、 棘 上 厨 ノ細 胞 ノ排 列 ・・整 然 ト シテ居 テ、

腫 脹/程 度 ノ、軽 度 デ アル。

病 竈 ハ限 局 サ レ、多 核 中 性 嗜 好 性 細 胞 ハ少 ナ イ ガ、 上

皮 細 胞 稽{傲 多 〃、病 竈 ノ中央 ノ・壊 死 ニ ナ リ カ カ ツテ

居 ル。

ili
no腫 注 射 局所 、 照 射 部 位 、 急性 ・膿 瘍 性 炎症 ノ像

二近 イ.棘 状 細 胞 層 扁 卒 トナ リ、 膿 瘍 ノ核 ・・「ピ ク ノ

ー-t"Jニ ナ ツテ ヰル 。 膿 瘍 ノ・局 限 化 サ レ・、 ソ ノ周 園 ・・

疎 トナ ソ テ ヰ ル 。 圓 形 細 胞 、少 轍 ノ上 皮 様 細 胞 ノ移 住

ア リ、 叉 輕 度 ノ血 管 ノ櫨 張 が アル 。

非 照 射部 位、 膿 瘍 ・・略 く照 射 部 位 ノ夫 二 同 ジ ゲが、周

園 ノ組 織 ノ・、 照 射部 位 二比 シテ疎 トナ リ、ソ ノ部 分 ノ

細 胞 ノ浸 潤 ハ著 明 デ ナ イ。 棘 状 層/細 胞 ノ・扁亭 デ ア

ノレ0

111
00・竈 注 射 局所 、 照 射 側 、 局所 ・・膿 瘍 ヲ形成 ス ル傾

向 ア リ、 圭 二多 核 細 肱 圓 形 細 胞 ヨ リ成 リ、ソ ノ周 園

ノ結 締 織 組 織 ノ中 二圓 形 細 胞 ・浸 潤 ア リ、叉結 締 織 ノ

新 生 ガ アル,

非 照 射 側 、 結 締 織 組 織 ノ中 二 上 皮細 胞 ト 圓形 細 胞 ト

ガ認 メ ラ レル 。

以 上 ・像 ヨ リ見テ、 病 竈 ノ・照 射 側 二 強 イ ガ、局 限 シ タ

第3節
σ

1.實 験 的結核 海猿 ノ皮膚 二紫外線 照射 テ行 ヘ

バ、皮膚 ノ「ア レルギー」性 テ減弱乃至浦失 セ シ

メル コ トガ出來 ル。而 シテBCG1延 感 染海狽

ノ・入型菌1/1。 。。 竈感染 海狸 二 比 シ比較的容 易

二脱感作 スルコ トガ出來 ル
。

2.「 アネルギ・…一一・」部位及 ビ封稻的 ノ「ア レル

ギー」部位 トニ於 テ、 人型 菌 ノ再感染 一}行ツテ、

第

膿瘍 ヲ造ル傾向がアル ト{フ コトが出來ル。

海狸S7號 、1彪 注射局所、照射側、上皮様細胞頗ル

多ク、圓形細胞、多核白血球 ノ混出モ認メラレル。

非照射側、膿瘍 ヲ造ル傾向少 ナ〃、圓形細胞、上皮様

細胞 ノ浸潤モアマ リ強クナイ.結締織組織 ノ場殖少 シ

起ツテ居ル。

i/iare注射局所
、照射側、病竈・・膿瘍 ヲ形成スル傾向

アリ、上皮様細胞多〃、圓形細胞 ノ浸潤 アリ、叉血管

ノ披張及 ビ結締織組織 ノ新生ガ認メラ1ノル。

非照射側、病墾 ハ照射側 二比シテ稽 く輕度 デ、結締織

繊維 ノ問二浸潤 アリ、圭ナ細胞 ・・上皮檬細胞及ビ圓形

細胞デアル。

1/10。彪注射局所、照射側、局限性 ノ急性炎症ヲ示 シ、

膿瘍ハ主二圓形細胞蛇二多核白血球デ、ソノ周邊二結

締織 アリ、 ソノ中二少倣/上 皮様組織 ト、少倣 ノ圓形

細胞が認メラレル。

非照射側、愛化輕度デ結締織組織 ノ間二上皮細胞、圓

形細胞ガ認メラレル。

1/loo・躍e注射局所、照射側、病愛 ノ圭 ナ部位・・、 コノ

標本カラ切 レテヰテ認メラレナイガ、「フヰプロブラス

テソ」「ヒヌチオチーテソ」が認メラレノレ。

非照射側、墾化ノ・輕度デ、結締織組織 ノ間二上皮細胞

圓形細胞ガ認メラレル。

本例二於テモ、病竈ハ照射側二強 イガ、局限 シタ膿瘍

ヲ造ル傾向'ア ル ヲ見タ。

本章 ノ小括

所謂 コ ・杢氏現象 ラ検 シタ。 肉眼的 ニノ・差別 ハ

認 メ ラレナ カツタガ、組織學 的所 見 ヨリ、 照射

部位(「 アネルギー」部 位)ノ・著 シク局限性膿瘍 テ

形成 スル傾 向テ示 シテ、 ソノ部 二倫 炎症 ノ遺 存

スル傾 向ガ彊 イ。 非照射部 位(「 ア レルギー」部

位1ノ・既 二修 復機轄 テ示 シ結締織 組織 ノ形成,

アルコ トテ認 メタ
。

6表

11
mg

:接種海狸
一

BCGl
[ 虜置側(紫外線照射)

ll

5 非 塵 置 側

動物番號1 縦X横 登 赤 硬 結 列 定 縦×横

一`一 一一

登 赤陣 結固 定
庭置前 26 十十

一

±

十

一

十十 虜置前

塵置後

26 十十

十 1‡ ト旱L
一

虎置後,

聯

一 24
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第2章 「ツベルク リン」反復皮 内注射ニヨル局所的

「アネルギー 二關スル實験

「ツベル ク リン」二封 シテ「ア レルギー
」性反慮 テ

呈 スル實験 的結 核動物 ノ皮 膚 ノ ー部、「ツベ ル ク

リン」二封 シ反慮 セザル状態 ニマ デ導 ク 實験 二

於 テ、余 ノ・偶々同一局所 二於 テ「ツベル ク リン」

皮 内反慮 テ検 ス レバ、 ソノ局所 ノ「ツ」反慮 性 ノ

著 シク減弱 スル コ トアル ニ氣 附 キ、 「ツ」反慮 テ

数同 二亙 ツテ繰返 スコ トニ ヨ リ、完全 二「ツ」反

庶性 テ清 失 セ シメル コ トー成功 シタ.ソ ノ方法

ノ、次 ノ如 クデアル
。

實験 動物

Petragnani氏 培 地5週 間培 養 ノBCG2延 テ、

右側大腿部 内側皮下 二注射 セ ラレタ雄 性海狽5

頭 。(W,-W,)。 注 射後4週 間 目二各實験 動物

ノ・夫 々、陽性 「ツ」反庶 テ呈 シタ.

局所 脱感作操作(第8表 、 第9表)

20倍 稀繹落 「ツベ ル クリン」液0.1c・c・テ約2週 間

ノ間隔 テ置 イテ、左側 上腹部 同一筒所 二、4同

反復皮 内注 射 シ、次 デ1週 間 目一 ソ ノ局所 二於

テ、10倍 茜 「ツベル ク リン」液 気 皮 内反磨 ラ検

シ、 ソノ局所 二於 テ「ツ」反慮 ガ著 シク減 弱 シタ

ノテ確 メタ.

操 作 ノ途 中、 第2同 目 ノ「ツ」注射 二於 テ、寧 ロ

彊 ク「ツベ ル クリン」二反慮 シテ、康欄 潰瘍 テ示

シタ例 モ アツタガ、多 クハ第3同 目 ノ「ツ」反 鷹

二際 シテノ、
、著 シク反慮性 テ減 ジタ.

再 感染試験

斯 ク シテ得 タ動物 ノ局所拉 二封稻部(右 上腹部)

ノ皮 内二最後 ノ注射後5日 テ経 テPetragnani

氏 培 地培 養人型 菌10分 ノ1薩 テ注射 シテ、コツ

杢氏現 象 テ検 シ、10日 目ニコ レテ撲殺 シテ局所

皮 膚拉 二所屡淋 巴腺(後 肩朋淋巴腺)ノ 組織標 本

テ製作 シテ検鏡 シタ。

再感染試験 ノ肉眼的所 見

5例 テ通 ジテ、 「ツ」反復注射 テ行 ノ・ザル側 ノ・小

豆大 ノ登 赤、硬結 テ生 ジ、5日 目ニハ膿瘍 トナ

リ、6日 目ニノ、潰瘍 テ形成 シ、8目 目 ニノ痂 皮

テ生 ジ、10日 目ニノ・多 クノ・簸痕性治癒 テ螢 ミカ

ヵツテヰル。

塵 置側 ノ・3日 目 ノ所 見 トシテハ、殆 ド褒赤 、硬

結 テ認 メナィ。

5日 目 ノ所見 ノ・、多 クノ・小豆大 ノ硬 結 テ示 シ初

メ、急速 二進 展 シテ7日 以後 ノ所見 ハ、非虚 置

側 ト殆 ドソ ノ差異 テ認 メ ラレナ イ.

即 チ、肉眼 的所 見 トシテ、明 ラカニ定型的 ノコ ッ

ホ氏現 象 トシテ出現 セズ、爽赤 等輕 度 デ アルガ、

アル時期以後、局所病攣 ノ進展 、 ソ ノ治 癒 ノ状

態 ノ・、非庭置部位 二於 ケル コ ッホ氏現象 ノ如 ク

進展 スル。

所屡淋巴腺r後 肩朋淋 巴腺)ノ 態 度ハ、雨側 二於

テ経過 中二燭知 シ得 タ歌態.拉 二10日 目 ノ剖検

所見 二於 テ ソノ差 ナ ク、雨側 トモ且 ・ソ唯僅 カニ

膨大 セル ノミ、病攣 ノ・肉眼的所 見 トシテノ・認 メ

ラレナ ィ。

組織學 的所 見

5例 ラ線括的 二観察 シテ、皮膚 ノ所 見 ・・一般 二、

結締織檜殖機轄 ハ塵置側 ガ、非虎 置側 ヨリ強 ク、

炎症過程 ノ・弱 イ。

海瞑W・ 號 ニテノ・非虎 置側 二細胞 ノ浸潤 強 久

上皮細胞 拉 二亘大細胞 テ多 数 二認 メ ラ レル。

海猿W2號 ニテノ・、虜 置側 二血管 ノ新 生 多 ク、

又結締織組織 ノ曾 殖 ガ強 イ。

海瞑W・ 號 ニテノ・、虚置側 二上皮 細胞 ノ浸潤 ガ

認 メラレ、 非塵 置側 デハ 血管 新生、 「ヒァリー

ン」性退行攣性
、 亘大 細胞 アリ、非慮 置側 デ病髪

ノ・著 明 デ ア・し
。

海狽Wl號 ニ テ ・・、庭置側 デ結締織組織 ノ増殖

ガ張 イ。非塵 置側 デ ・・亘大 細胞
、上皮細胞、 ソ

ノ他各種 ノ細胞 ガ存 シ
、 明 加 炎症 ・・慮置側 二

弱 イ。

梅狽W5號 ニ テハ、病憂 ・・トモニ相當高度 二認
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メ ラい レガ、 血管周園浸潤 ア リ、繊維 ノ・齪 レ、

核 ノ増殖 アリ、又 「ピク ノーぜ」アリ、核 ノ周園

二「クロマチ ン」ガ集 マ ツテ居 ル。即 チ非塵置側

ハ更 二炎症過程 ガ著明 デ アル。

封 照 トシテ、正常動物3頭 二1週 間 ノ間隔 テオ

イテ10倍 ノ「ヅ」注射 テ同一皮 内局所 二反復後、

5日 目 ノ皮 膚切片 テ トヅテ、封稽的 ノ正常皮膚

ト共 二組織標本 テ作成 シテ比 較 シタガ、前者 二

於 テ特 二結締織 ノ}曾殖 ノ像 テ認 メ得 ナ カツ タ。

以 上 ノ組織 學的所 見 ヨ リ、生菌再感染後10日 目

ノ所 見 二於 テ「ツ」反復注射局所 ガ、 炎症過 程 二

第 8

乏 シイコ トラ認 メ得 タ.

所 屡淋 巴腺 ノ組織學的所 見

海猿W號 非塵置側 ニノ・結核 ア リ、 「ジー ヌ

スカタル」ノ歌態 デ、局限化 シテ居 ル歌 態 ハ少 ナ

イ。庭 置側 ノ・、非塵置側 ト殆 ド攣 ル所 ナ ィガ、

上皮様細胞 ト名附 クベ キ細胞 少 ナ 久 大部分圓

形細胞 デ アル。

海狽W,號 モ、細胞 ノ浸潤 トモ ニ輕 度 デアル

が、非塵 置側 二梢 ヒ病憂 ノ・強 イ。

海猿W-,號 モ、非慮置側 二上皮様 細胞 ノ浸潤強

イ。

表

戦mgll慮 置側(「版 復注射)1ヲ ト 庭 置 側
接種海狽

動物番競「 一
』_
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}一

虜置後 1±
ド

± 40 十十 十十 十十
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I
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W、 施置前
20 十 十 十 20 十 十 十

擁置後
___1_

± ± ± 45 十 十 什

槻 障置前 30 十 十 什 30 十
r-一}一 　 一

十

十 什

「塵置後 ± ± ± 20 十 十
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}曽 ▼

皮

組織學的所見十日目

動物番號
ヲ

友
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十十 十 十十N 十 十

一

十

W4 匪離 側+ 十

一
『
一
__一
一

帽

± 什 十
一 柵N 十 督「++ 什

虎 置 側}± ±

1十}-1
+ ± 什 十 十十N +]+1柵 十

W5 非塵置側 什 十 _[+E 十
_二_

±

十十N 十 帯N 十1柵i十 什

韻 側1± ± _[+ 惜 十 柵N +}棚+ 十十

淋巴腺ハ夫々ノ所囑後肩脾淋巴腺 Eハ 魔燗状態 ヲ示 ス



第9號 】 渡會=脱 感作「アネルギー津 結核免疫 トノ關係二關スル實験的研究 1189

要 スル ニ淋 巴腺 ノ病憂 モ10日 目 ノ所 見 デへ 殆

ド言 フニ足ル攣化 ノ・ナ ィガ、 ソ ノ症例 モ僅 カニ

3例 二過 ギナィガ、3例 トモ病攣 ノ僅 カニ非虚

置側 二於 テ張 イ ト言 ヒ得 ル。

本章 ノ小括

1.實 験 的結核海狽皮膚 ノ同一局所 二 於 テ「ツ

ベル ク リン」皮 内反磨 テ繰返 シ施 行 スレバ
、ソノ

部 ノ、「アネルギー」ノ駄態 トナル。

2.同 一動物 ノ「アネ ルギー」部位 ト 「アレルギ

ー」部位 トニ於 テ、人 型 生菌 ノ再感染 テ行 ツテ、

コづホ氏現 象 ヲ検 シタ。 局所皮膚及 ビ所 屡淋 巴

腺 二於 ケル炎症過程 ノ・、 「・ネルギー」側 が肉眼

的 ニモ、組織學 的 二 な輕微 デアッタ.

第3篇 結核菌 卜共 二他 ノ物質 ヲ加ヘテ直接 コ ッホ民現象 ヲ攣化 セ

シメタ實験的研 究、特 二睾丸及ビ蛭R因 子 ニヨル實験

余 ハ第1篇 及 ビ第2篇 二記載 セル如 キ實験 二於

テ、 「アレル ギー」ノ歌態 ニ アル結核海狸4、 全

身的叉 ノ・局部的 二脱感作 シタ後 、 コッホ氏現象

ラ検 シテ、 コノ現象 二於 ケル炎症性反磨 ハ消失

叉 ハ減弱 シテ居 ル ガ、實験動物 自罷 ノ晃疫性 ハ

維持 サ レテヰル コ トテ實謹 シ得 タ。 本 章二於 テ

ハ、余 ノ・直接結核 菌 ト共 二他 ノ物質 テ加 ヘテ、

免疫 動物 二於 ル コッホ氏現象 テ検 シタガ、睾 丸

及 ビ蛭R因 チ テ使用 シタ實験 二於 テ、次 ノ如 キ

興味 ア・レ所 見 ヲ得 タノデ弦 二報告 ヘル。

第1章R因 子二就 テ

Duran-Reynalsノ ・1930年 ニ アル種 ノ生殖器官

就 中、睾丸組織水溶性物質 ヨ リ組織 ノ透過性 テ

檜加 セ シムル因子 テ登見 シ、之 テR因 子 ト命名

シタ.ソ ノ後氏 ヤClaude等 ノ・更 二同様 ナル物

質 ラ乳腺抽 出液、細菌菌膣、動物禮 ノ産 出物 、

蛭 「エキ ス」及 ビ多 クノ悪性腫脹 ノ組織等 二爽見

シタ。

氏拉 二Claude(31)ニ ヨ レバ、睾丸拉 二蛭 ノ水溶

性 「エ キス」1R因 子 ノ・殊 二著 シク皮 膚組織 ノ透

過性 テ檜 スカ アリ.組 織學 的検 索 ニ ヨ レバ、透

過皮膚部 ノ・眞皮 二組織繊維 ノ籏張 いレノガ認 メ

ラ レ、 非常 二濃厚 ナ「エキ ス」ラ注 射 ス レバ、加

フルニ局所 ノ俘腫 ガ起 ル トイフ.但 シ是等 ノ攣

化ノ・眞皮 ニ ノミ限 ラレ、 表皮 組織等 ノ攣 化 テ受

ケテノ・居 ラヌ トfフ 。Reynalsノ ・Claude卜 共

ニ コノ因子 二 關 スル 精細 ナル 化學 的研究 テ行

ヒ、臓器 水溶性物質 コ リ更 二有敷 因子 ラ純 杵 ナ

ル形 デ抽 出 スル コ ト員成功 シタ.

第1節 睾丸R因 子 二就 テ

(1)睾 丸 水溶性物質 ノ製 法

睾丸 ノ外皮 ラ剥 離 シテ、之 テ磨砕器 ニカヶテ ト

分 二細裁 シ、 生 ジタ物 質60qc子 生理 的食盤 水

100c・c・中二入 レ、一夜冷室 二静 置 シ、後 濾過 シテ

暗褐 色 ノ液 テ得 タ。之 テ5、60度 ノ重 盈煎中 二

30分 間 置 イテ滅菌 シテ供試 シタfi

(2)純 梓R因 子 ノ製法

4個 ノ睾丸 ラ トリ、周 園 ノ組織 ヨリ剥 離 シテ細

戴 シ、金 剛砂 テ混 ジテ十分 二磨砕 シ、同量 ノ0.1

N酷 酸 テ加 ヘ テ冷室 ニ…夜放 置 ヘル。濾紙 ニ ョ

リ濾過 シタ後、4倍 容積 ノ「アセ トン」斗加 ヘ テ

沈澱 セ シメル。 沈澱物 ノ・容 易 二乾燥 や ・。 コ ・

粉末1瓦 一 ツキ25c・c・ノ割合 二蒸溜 水 功ll'・テ 再

抽 出 テ行 ヒ、不溶解性物質 ノ・遠 心 及ヒ・濾過操作

ニ ヨリ分離 スル
。濾液 ニハ同量 ノ飽和硫 酸 「アン

モ ン」テ加 へ、沈澱物 ノ・除去 ヘル。 満澄 ナ濾液 ラ

更 二硫 酸 「アンモ ン」デ飽和 サセ、 生 ズル沈澱物

テ重畳 セル濾紙 ノ上 二集 メル、コ 戸 フー功 チ オ
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ン」ノ・甚 ダ水 二溶 ケ易イ。硫 化物 ノ消失 スル マデ

透析 テ行 フ。

(3)睾 丸R因 子 ノ性状

斯 ク ノ如 クニ シテ 抽 出 サ レタR因 子 ノ水溶 液

ハ、褐 色 ノ清澄 ナ液禮 デ、盤類 ニモ溶 解 スル。

高 イ水 素 「イオ ン」濃度 二於 テ 比較的安定 デ、

PH2.0マ デ ノ鞭酸 ニ ヨリ沈澱 セ ズ、叉不活性 ト

ナ ラナイ。

「アセ トン」「エー テル」「アル コール」「ク・・ホ

ル ム」「ビリヂ ン」二不溶 解性 デ アル。盤素 酷酸 ニ

ヨ リ沈澱 スル。 結晶性 「トリプシ ン」及 ビ「ペ プ

シ ン」ニ ヨリ、 ソ レ等 ノ酵 素 ノ適 當 ナPH二 於 テ

不 活性 トナル。結 晶性 「カルボ キ シボ リペ プチタ

一 ゼ」二依 ツテ侵 サ レナ ィ
。

牛透膜 ラ通過 セズ「プロテ イ ン」ラ残留 セ シメ

ル。 「ビュー レット」反鷹 、 「ミロ ン」 ノ「キサ ント

プロテイ ン」反磨、 「ニ ンヒ ドリン」反鷹、 「ヂ ア

ソ」反慮ハ陽性 デ アル。

「ナ トリウムニ トロ プル シッド」反磨 ノ、陰姓 デ ア

ル。取 出 サ レタ「フ ラクチ オ ン」ノ砂 ク トモ14.2

%ノ ・「ニ トローゲ ン」デアル。

以上 ノ性質 ノスベ テ テ勘考 ス レバ、睾丸R因 子

ハ「プロテ イン」デ アル コ トノ・明瞭 デ アル。

尚純埣 ノ抽 出液 ノ・、操作 テ加ヘ ナ ィ睾丸水溶性

「エ キス」二反 シテ、赤 血球細胞 二封 シ溶 血作 用

曹テ訣 イデヰル
。

第2節 蛭R因 子 二就 テ

AlbertClaudeノ ・蛭 水溶 性抽 出液 ニノ・睾丸 「エ

キス」ノ透過性物質 ト同様 ナ作用 アリ、シカモ睾

丸 「エキ ス」二比 シ50倍 ノ強 サ ガ アル コ トテ 登

見 シタ.

ソ ノ有数 因子 ノ化學的 ノ性質 ハ、睾丸R因 子 ト

等 シイ。

水及 ビ弱酸 二封 シテ溶解性 ガ アリ、 「アセ トン」

一 ヨリ沈澱 スル。 「コロヂ ウム」「セロハ ン」ノ濾

過 器 樋 過 シナ イ.熱 ニ ヨツテ影響 ラ受 ケナ ィ。

「ヂ アゾ」反 慮陽性 デ アル。 ゴレラノ黙 ノ・スベ テ

睾丸R因 子 ノ性質 ト似 テ、 「プロテfン 」ノ性質

テ具備 シテヰル。

硫 酸銅 デ塵 置 ス レバ、 甚 グ透過力 ガ檜加 スル。

蛭R因 子 ト蛭 ノ血液凝固 阻 止作 用 テ有 ヘル因子

トテ分 ツコ トハ不可能 デ アル。 コ ノ雨者 ハ同一

ノ因子 デアル ト思 ノ・レ、蛭禮 内 二於 ケル配置 ノ

有檬 ノ・同様 デ、 殊 二頭部 二多 イ。

蛭R因 子(水 溶性物 質)ノ 抽 出液

市販 ノ藥 用蛭 テ充分水洗 シ、濃厚 食聴水 中 二暫

時放 置 シテ、吸 入 シテ居 ル血液 テ吐 ヵセ、次 デ

更 二十分水洗 シタ後、 コ レテ細 ヵ ク載 切 シ、後

金剛砂 テ混 ジテ播 鉢 中 デ十分 二磨辞 シタ後、 コ

ノ物質1二 封 シ10ノ 割 合 二蒸溜 水 テ加 へ、 十分

振盈 シタ後、1夜 冷 室 一=放置 シテ コ レテ濾過 シ、

更 二5、60度 ノ重 盤煎 中 ・一.30分 間 置 イテ殺菌操

作 テ施 シタ。

第2章 實験成績

第1節 豫備實験(透過力試験)

以上 ノ方法 ニヨリ馬睾丸水溶性物質、牛、豚睾

丸純檸R因 子(10倍 水溶液)及 ピ蛭水溶性物質 テ

製 シ、 コレト結核菌 トテ混 ジテ栂摸 二於 ケル初

感染拉 二再感染現象 テ検 シタ。文献上同様 ナ實

験 ガReynals(32)等 ニヨツテ睾丸物質 テ用 ヒテ行

ハレ、彼等ハ初感染 ニテノ・病攣ハ増張 シ再感染

デノ・減 弱 セ リト構 シテ居ル。本實験 二先 グツテ、

豫備實験 トシテコ ノ物質 ノ組 織透過 力 ノ検査 テ

行 ツタ。即 チ コ レラノ物質 テ墨汁 二混 ジテ海狸

ノ皮 内二注射 シ、 墨汁 ノ憤 散 スル度合 テ観 察 シ

タ。實験 二用 ヒタ 墨汁 ハ濃度 テ1.0%ト ナ シ、

加熱死菌 シタ墨汁液 デアル。 コ ノ墨汁液0.1c.q
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一夫kノ 「エキス」0 .2c.c.テ加 へ、封照 トシテノ、

墨汁液0.1c.c.二 生 理 的食盤水0.2c・c・テ 加 ヘ タモ

ノー}同時 二、 同一海瞑 ノ充分 二脱毛 シタ腹面2

箇 所 二皮 内注 射 テ行 ツテ、 ソ ノ墨汁 ガ皮下 二浸

潤憤散 スル度合 ラ比較 シタ。

各「エキ 勺共、 「エキ ス」加墨汁液 ハ注射 中モ ソ

ノ注射部位 二、丘疹 テ作 ラズ極 メテ迅速 二吸牧

サ レ、 墨汁 ガ直 チニ皮下 二四散 シテ滲透 シテ行

ク ノテ観察 スル コ トガ出來 タ.24時 間後 ノ所見

デノ・、墨汁旗散部位 ノ面積 ノ・、封 照部 二比較 シ

テ10倍 以 上 ノ廣 サ テ示 シク。而 シテ ソノ程 度ノ・

蛭 水溶 性物質 二於 テ最 モ高度(約18倍)デ 、次 デ

純梓R因 子(牛12倍 、 豚11倍)デ アリ、 馬 睾丸

水溶物質(10.5倍)ノ ・最 モ輕度 デアツタ。

第2節 馬睾丸水溶性 「エキス」加結核菌 ニヨノv再戚染實験

91♪ 實 験動物、 健康雄性海猿 ノ・膿重400瓦 前後

ノモ ノ5頭 二Petragnani氏 培 地上5週 間培 養

ノノ＼型F株 菌1/、。。。廷 テ右大腿部 内側皮 下 二初

感染 セ シメタモ ノ。病 日32日 間、「ツ」反慮 ノ、中

等度陽性 デアル。他 二封照 トシテ2頭 ノ健康動

物 一珂吏用 シタ。

〈2)實 験操作(第10表)、0.5廷 ノ人型F株 菌 ぺ

氏培地h培 養7週 間 ノモ ノチ正確 二秤量 シテ、

コレテ1c.c.ノ 前 述馬睾丸 ノ「エ キ 勺 水溶液 二含

マ セソ ノ0.1c.c・テ上腹部 左側 ノ充 分 二 脱毛 シタ

局所 二注射 シタ。封稔部 ノ上腹部 右側 ニノ・、0.5

延 ノ菌 テ1c.c.ノ 生理的食盤水 二溶 カ シタモ ノノ

O、1c・c・テ注射 シタ。 即 チ、與 ヘ ラレタ菌 量 ノ・夫 々

1ん,延 宛 デァル。 注射後 局所 ノ愛 化 テ追求 シ、

所 屡淋巴腺 ノ攣 化 トシテ、後肩朋 淋巴腺 ノ腫脹

ラ燭診 シテ行 ツタ。 別 二、封 照健 康動物2頭 ニ

モ同… ノ操作 テ行 ツタ。

(3)肉 眼 的局所所 見

菌 ノミ子注射 シタ箇所 ハ、3日 目ニ ハ牛米粒大

ノ膨 隆 ラ示 シ、5日 目ニハ小豆大 トナ リ、7日

目一ノ・膿瘍 テ形成 シ.叉 痂皮 ラ形成 シカ カツテ

居 ルモ ノモアル。9日 目ニハ、潰瘍状態 ノモ ノ

ガ2例 ト、 既 二痂皮 テ形成 シタモ ノガ3例 デア

ル。13日 目ニノ・総 ベテ癩痕 性治癒 ラ螢 ンデ居ル。

(4)肉 眼 的所屡淋 巴腺所見

菌 ノ ミテ注射 シタ側 ノ後肩朋淋巴腺 ノ・完全 ナ鰯

知 ノ、13日 目ニハ成 サ レル。

「エキス」テ混 ジタ側 デノ・9日 目頃 ヨリ鰯知 シ得

ノレo

健康正常動物 二於 テノ・、共 一9日 目 ヨ リ小 豆大

ノ膨隆 一7認メ、13日 目 一 ハ大 豆大 ノ膨隆 テ示 シ

テ來 ル ガ、 「エキ ブ、」ラ混 ジタ側 力攣 化ノ蛭省く強

イ。所 鳳 休巴腺 ノ膨隆 モ「エキ 勺 テ混 ジタ側 ノ

方 ガ顯著 デアル。

(5)組 織 學的所見(局 所拉 二所屡淋巴腺1

各動物 ヲ再感染後14日 目二屠殺シ、局所虹二所囑淋

巴腺 ノ憂化 ヲ組織學的二検査 シタ。(但 シ所屡淋巴腺

ノ病攣・・、初感染菌 が再感染菌 ト同 ジク人型菌デアル

タメ、 ソノ到定が稽 く困難デアル)。

第1號 局所所見

1エキス
」ヲ混 ジナ1右 側へ 圓形細胞 ノ浸潤強久 上

皮細胞見當ラズ、粟粒大 ヨリ精 く大ナル局限性膿瘍 ノ

状態 ヲ示ス。

「エキス」ヲ混 ジタ左側モ前者 ト略 くソノ像等 シ〃、限

局性 ノ病竈 ノ中央 ・・壊死 二傾 イテ居ノレ。

海猿第2號 局所所見

右側ノ・、皮下結締織 ニノ・、中性多核白血球集籏 シテ小

集團 ノ形成アリ、周邊bノ 境界ノ・稽 く不鮮明デ、周i邊

結締織ニノ・組織球性細胞、紡錘形細胞 ノ遊出アリ、 ソ

ノ間二小圓形細肱 多核白血球 が鮎在スル。 コノ部 二

存スル小血管 ノ毛細管ノ・振張充當 シテ比較的多籔二

認メラレル。一部二於テ・・、赤血球 ノ盗血 シタ ノガ認

メラレル。叉一部血管内皮細胞 ノ肥厚叉・・培殖 ヲ替 ソ

デヰル ノカ。認メラレル。

完成 シタ結締織繊維ノ・殆 ソドナf。

左側・皮下結締織 二・・薄 イ暦 ヲナシテ、紡錘形細胞、

上皮様細胞 ノ混合層アリ、稀 二巨大細胞 ヲ認メル。小

血管、毛細管ハ振張セズ、内皮細胞 ノ肥厚、塘殖ガ稀

二認メラレル。多核白血球 ノ・前者二比 シ極メテ少ナ

ク、稀二小圓形細胞 が存在セルノミデアル。
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阿
エ キ ム」ヲ混 ジタ 側 ・・、混 ジナ イ側 二比 シテ反 磨 ガ少

+ク 、「ア ザ ソ」染 色 一 ヨ リ繊 細 ナ 結 締織 繊 維 が多 薮 二

認 メ ラ レル。

所 隔 淋 巴 腺 所 見 、 右 側 ・・輕 度 ノ禮 血 、充 血 ア))左 側 モ

略 ζコ レ ニ等 シ イが欝 血 ・・精 く強 イ。

海 猿 第3號 、 所 囑 淋 巴腺 所 見 、所 屠 淋 巴腺 ・・左 右 略 く

等 シ イ攣 化 ヲ示 シ、ソ ・遜 化 ・・淋 巴 「ホ リケル 」ニ… 致

シテ ア マ リ強 クナ イ、シ カ シ病 竈'圓 形細 胞 ノ寝潤)・ ・

稽 ζ大 キ イ。

海 狸 第4號 、 局所 所 見

菌 ・ ミヲ注 射 シ タ局所 ・・、 度下 結 縮 織 ニ ハ、多 核 白血

球 ノ小 集 塊 ア リ、ソ ノ問 及 ビ ソ ノ周 邊 二稽1稠 密 二組

織 球 性 細 胞 、 上 皮檬 細 胞、 紡 錘 形 細 胞 遊 出 シ テ、内 ニ

ノ・崩 壌 シタ核 屑片 ヲ貧 喰 ンタ モ ノガア ル。ソ ノ周 邊 ハ

紡 錘 形 細 胞 ガ輪 走 シテ コ ・ ヲ園 緯 シテ居 ル。更 ニ ソ ノ

外 側 ニ ハ正 常 ノ「コ ラ ゲ ネ」繊 維 層 が 多 徽 二 認 メラ レ・

ル〆。

「エ キ ス」ヲ用 ヒタ 側 ハ、 皮下 結 締 織 二 ・・、多 核 白血 球

が多 撒 二集 籏 シ テ、 膿 瘍 病 竈 ヲ形 成 シ、ソ ノ中心 部 デ

ノ、、 ソ ノ核 二「ピ 〃 ノー セ」様 ノ崩 壌 ヲ認 ノ ラ レ叉 、各

種 ノ退 行 攣 性 ヲ示 ス部 分 ガ アル。本 集 塊 内 ・所 々二組

織 球 性 細 胞 、上 皮様 細 胞 ノ遊 出 シテ居 ル ノヲ認 メル コ

トガ 出來 ル。 コ レ・・周 邊 部 デ殊 二著 明 デ アル 。前 者 二

比 ス レバ ソ ノ度 ハ少 ナ 〃 ナ イ。 更 ニ コ ノ外 側 二 ・・、前

者 二比 シ稽 ζ厚 イ幼 若 結 締 織 繊 維 財 ア リ、ソ ・内 二多

核 白血 球 力'散在 シテ居 ル ノが認 メ ラ ル。

所 圃淋 巴腺 所 見 、 淋 巴腺 二 ・・左 右 殆 ド攣 化 ナ 〃 少 シ

〃壌 死 ノ部 分 ア リ、 叉 上 皮様 細 胞 が 認 メ ラ レル 。

以 上 ノ組 織 所 見 ヲ総 括 ス レ・・、皮 膚 所 見 ・・僅 カ ニ2例

デ アル ガ、共 二 「エ キ ス」ヲ用 ヒ タ側 二結 締 織 繊 維 ノ新

生 が著 明 二認 メ ラ レ、 コ レニ反 シ淋 巴 腺 ・病 攣 ハ「エ

キス」ヲ混 ジタ側 ノ所 隔 淋 巴 腺 二於 テ著 明 デ ア ル。

健 康海 狸 初 感 染 像

第

海狽第11號 。生菌/ミ ヲ用ヒタ側ハ、皮下結締織層

ニハ上皮様細胞 ヲ圭 トシ、小圓形細胞 ノコレニ關奥 シ

タ寝潤暦がアソテ、ソノ間二巨大細胞 ヲ散見スル。紡

錘形細胞モ多敷二現ノ・レ殊二、外園部二稽 く著 シイ。

本層 ノ外部 ノ皮下繊維層二・・少数 ノ多核 白血球 ・鮎

在ザアル。

「エキス」ヲ混 ジタ側・・、 度下結締織繊維 ・間二小圓

形細胞、多核白血球が浸潤 シテ厚 イー層ヲ劃 シソノ

内ヲ鮎線 シテ、上皮様細胞、巨大細胞 ガ認 メラレル・

巨大細胞 ハランワ"ハン氏型 デソ・核 ・・上皮様細胞 ノ

核 引}稽=小 サイ。 環状叉 ノ・牛環状 一 壁立 シテ居

ル、 本混 含層内ニハ 比較的成熟 シタ紡錘形細胞ガ走

行 シ、就中ソ ・周邊二著 シイ。 小血管毛細管 ハ少ナ

〃、本暦周邊部二認 メラレル。 要 スルニ生菌 ノミヲ

使用 シタ方・・組織球性細胞 が多数ニアツテ結締織化

ノ傾向ガ強 イ。

海狸第12號 、淋巴腺所見・・、「エキス」ヲ混 ジタ側が

病愛・・組織學的二掻イ。

以 上 ノ成績 テ小括 スレバ次 ノ如 クデ1,レ 。

1.再 感 染 局所所 見、 肉眼的 ニノ・「エキ7・」テ用

ヒ タ筒所 ノ・然 ラザル箇所 二比 シテ、 所謂 コ ツ主
へ

氏現 象ノ・更 義早期 二出現 シ、急速 強烈 デ、 シカ

モ経過 ガ短縮 サ レ治 癒機轄 ノ・早 ク行 ・・レル。

組織學的 ニハ僅 力2例 ノ所見 デ アルが、 「エ キ

λ」テ用 ヒタ側 二結締織繊維 ノ新 生 が 著明 二認

メラ レル。

2.所 屈淋 巴腺所 見、剖検時 肉眼的 二「エキ ス」

チ用 ヒタ側 ガ病攣 ノ・梢 ≧高度 デアル。

3.健 康 未庭 置海瞑 二同様 二所 置 テ施 シタ所 見

デノ・、局所 蛇 二所屡淋 巴腺 ノ病攣 ノ・、 肉眼的 ニ

モ組織 學的 ニモ「エキ 勺 一声混 ジタ側 二於 テ遙 カ

ニ高度 デ アル。

10表
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第3節 蛭 「エキス」ノ戚染菌鷺 内播布 二及 ボス影響 二就 テ

`初感 染 ノ場 合1

蛭 「エキス」ノ血管鑛張 性性質 子利 用 シテ、 コレ

子結核菌 ト混 ジテ、健康梅狽 二感染 セ シメ、 コ

レ ト同一菌量 ヲ「エキ 勺 テ加ヘ ズニ健康 海狽 二

注射 シタ場合 トノ局所所見、膿 内播布歌態、蛇

二内臓 諸器 官 ノ病攣 テ比較 シタ。

實験動物 、400瓦 内外 ノ雄性健康海猿10頭 子使

用 シ・第1群5頭 二 ・・、「エキ ス」テ混 ジ第2群

5頭 ニノ・混 ビズ、結核菌 人型F株Petragnani

氏 培 地6週 間培養 ノモ ノ1/・・延 テ夫 々腹面左側

ノ脱毛 シタ部分 二注射 シタ。

前述 ノ如 クニ シ作 ツタ蛭 「エキス」液 テ、豫 メ局

所 二〇.3c.C皮下 二注射 シタ後 、直 チニ、1醒 ノ生

菌 ラ1・Oc・cノ生理的食盤 水 二 浮游 セ シメ タモ ノ

0・1c・c(菌量 ハ1/10竜 トナ ル1テ 皮 下 二注射 シタ
。

封照動物 ニノ・、「エ キス」ノ代 リ_盒 臨水0.3CA

テ注 射 シタ。

感染後18日 拉 二24日 ノ局所 ノ所 見、24日 目 ノ

「ツベル クリン」皮 内反磨r10倍 「ツ液 ∴ ヨァの ラ

検 シ、更 二71日 目一 コ ・ノヲ撲殺 シ、局所所屡淋

巴腺及 ビ内臓 ノ肉眼 的攣 化 テ観 察 シタ後、 主ナ

ル淋 巴腺 ノ塗抹標 餐 テ 製作 シテ結核菌 手検索

シ、又局所及 ビ脾臓 テ組織學 的 二観 察 シタ。

局所所見1第11表)
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1.肉 眼 的所 見

「エ キス」テ混 ジナ イ部分 ハ
、18L目 一=ノ、縦径,

横 脛 ガ夫 々O.7乃 至0.9cm位 ノ腫脹 テツ クリ、

登赤 テ1三トシテs多 クノ・爾潰瘍 ラ形成 シテfil:'ナ

イ。

24日 ニ ノ・殆 ド皆縦 径及 ビ横 径 ガ1.Ocm内 外 ノ

潰瘍 トナ リ、深 イ痂皮 テ被 ツテ稽ル。

「エキ ス」ラ混 ジタ側 ノ動物 ノ・
、18日 目…へ 縦、

横 径1.5cm内 外 ノ腫 脹 テ生 ジ、多 ク既 二膿瘍 ラ

ツ クリ、24日 目ニノ・2.0乃 至3.Ocm二 達 スル潰

瘍 テツ クリ、多 クノ、深 イ痂皮 ラ被 ツテ居 ル。

封 照部 二比 シ、 局所 ノ病髪 ノ・甚 ダ大 デ ア・し。

組織像(71日 目)ノ・各頭共 通 ノ所 見 トシテ、 蛭

「エキ ス」テ混 ジタ局所 ノ・
.混 ゼザル局所 二比 シ

テ病竈廣 ク筋 肉層 二及 ビ、疎結締織層 ノ幅 ガ壇

シ、 ソノ中 二細胞 ノ浸潤 力起 ツテ居ル。雨群 ト

モニ細胞 ノ・、上皮細胞 ト圓形細胞 ト相 牛 バ シテ、

細胞 ノ性 質上 二特 二著 明 ナ差異 ノ・認 メラ レナ イ

ガ、「エ キス」テ混 ジタ局所 ニノ・、毛細血管 二稽 ≧

鑛張 セル像 が認 メラ レル。亘大細胞 ハ各頭 イヅ

レニ於 テモ見常 ラナィ。

2.所 厩 淋巴腺 ノ憂 化

第2群18日 目 ノ所見ハ 左後肩脾腺 二 於 テ小豆

大 二鰯知 シ得 ル程度、24日 モ殆 ド攣 ラナ ィ程度

ア ア ルo

第1群b之 二反 シ第1群 デハ、18日 目二於 テb

多 クノ・大 豆大 二鰯 レ、24日 ニノ・食指頭大 二鰯 レ

ル。第1群 二於 テノ・著 シク所属 淋巴腺 ノ腫脹 ガ

大 デアル。

剖検時 ノ、 肉眼的 ノ病攣 モ、第1群 二於 テ著 シ

ク高度 デアル。

3.禮 内播布所見

淋 巴腺 デ ニツニ分割 シ、 ソ ノー部 分 テ清拭殺菌

シタ「オブエ ク トグラス」ノ上 二塗抹 シ、 室氣 中

二放 置 シテ乾燥 サセタ後 、 コレテチール
、 戸田

氏染 色液 ニ テ染 色 シテ、結 核菌 ラ検鏡 シタ。

検査 シタ淋 巴腺 ノ・、左右深 在頭淋巴腺、後肩月甲

淋巴腺 左右鵬 波淋 巴腺、氣 管氣 管枝淋 巴腺、拉

二線腸 間膜淋 巴腺、肝 門淋 巴 腺 ノ10箇 所 デア

ルo

爾群 テ通 ジ結核菌 ハ稀 二所 々 一見出 サ レル程度

デアツタガ第2群 二於 テ肝 門淋 巴腺 デ3例 トモ

見出 サ レナ カツタ ノニ反 シ、第1群3例 中2例

二於 テ、多数 ノ菌 テ登見 スル 「 トガ出來 タ。

4.内 臓攣 化

肝臓 雨群 トモ各動物 二米粒大 ノ結 節撒個散 在

セノレノテ認、メ ラレタ。

肺臓 肉眼的 二病攣不 明 デ アル。

脾臓 雨群 トモ脾臓 ノ・梢 ≧大 キ クナ リ、且多数

ノ結節 ガ認 メ ラレタガ、 ソノ攣 化 ノ程度 ノ方 ハ

遙 カニ「エキ ス」テ混 ジタ第1群 二張 イ。

5.「 ツ」反慮(10倍 菖 「ツ」液)

24日 目 ノ所 見 一テ、 「ツ」反慮 ノ大 サノ・、第1群

ガ強陽性 ナル ニ反 シ、第2群 ノ・中等度陽 性 ノ程

度 デ明 カニ第2群 ガ強 カ ツタ。

6.第3節 小括

蛭 「エキ ス」籏張性 因子 テ、人 型結核菌 二混 ジテ、

未塵置海瞑 二封 シテ感染試験 テ行 ヘ バ、封照 ノ

感染動物 二比 シテ、局所 ノ病 愛、所属 淋 巴腺 ノ

攣 化、 内臓 ノ病攣、 「ツ」反庭i性等 スベ テ高度 二

出現 スル。局所皮膚病攣 テ組織 學的 二検 ス レバ、

蛭 「エキス」ニ ヨリ、疎結締織 層 ノ幅 ガ増 加 シ、

小毛細血管 ノ笹 張 ラ認 メル コ トガ出來 ル。

第4節 蛭 「エ キス」加 結 核菌 ニ ヨノレ再 戚染所 見 拉 二菌 ノ

・禮内播布 二及 ボス影 響 二就 テ

第2節 ノ實験 二於 テ、同一結 核海狽 二封踪 的 二、

一方 ハ馬睾 丸「エキス」テ混 ジ
、他方ハ混 ジナ イ

デ、人型菌 ノ再感染 ヲ行 ツテ ソノ後 ノ局所 ノ状

態 テ比較 シ、 「エ キス」ラ混 ジタ側 ノ局所 ニ コ.

空 氏現象ガ急速 張烈 ニオ コリ、且 ツ治癒機轄 ハ

早 イ。而 モ所属淋 巴腺 ノ病攣 ノ・ソ ノ側 二張 イコ
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トテ観察 シタ.本 實験 二於 テノ・「エ キ入」テ混 ジ 睡 一・1cc喰 賂 水 ∴含 ・党 ク液0.1・ 二い ナ注射 シ

テ再 感染 ラ行 フ群 ト、生菌 ノ ミテ再感染 セ シノ 帥 チ1ん.屠)

タ群 トニ分 ツテ、實験 テ行 ヒ、 ソノ器 内病 攣 ノ 第2群(C.D.E.Fl・ ・豫 メ 食盤 水0・3c・q波 下

観察 チ圭 トスル實験 テ行 ツタ。 二2韮射 シ生菌 ラ同景 ソノ部 ノ皮内 ㌦注 射 シタ・

而 シテ本實験 ラニ ツニ分 チ實験(1)ニ テ へ 馬(3)肉 眼 的 局所所 見

睾丸 「エ キス」ノ實験 二使 用 シタ場 合 ヨリ更 二微 病攣 ハ雨群 トモ極 メテ輕度 デ、1日 目・3Hil

量 ノ・/、。。薩 テ用 ヒ、實験(2)二 於 テノ・更 二多量 ノ所 見 トシテ4頭 ノ中各 々2頭 ヅツガ輕 度 ノ獲

ノ1醒 テ用 ヒタ.赤 、硬 結 テ示 シタ ノミデ アル。12日 同 ノ所見 ト

第1項 人型菌1/1。。。冠 テ用 ヒタ實験 シテ第1群 ハ4頭 中3頭 二膿 瘍 テ認 メタ・第2

(第12表)群 ハ1頭 ノ ミ膿瘍 テ認 メ ラレ他 ハ簡軍 ナ結 痂形

r1)實1験 動物 ノ・、雄性健康 ノ禮重400瓦 内外 ノ 成 ヲ示 シタ。

li,旗ラ用 ヒ、BCG1醒 テ感染 サセ テ25日 目二、 要 スルニ肉眼 的 ∴ノ・、爾群 ノ間 二局 所 ノ病攣 二

「ツ」反慮5行 ツテ ソノ陽 性ナ ノヲ確 メタモ ノデ 瞭然 タル差 異ハ認 メ ラレナカ ツタ。 、

アル。(4)組 織 學的所 見(局 所拉 二所属淋 巴腺)

(2)實 験 燥作13日 目 二撲殺 シ皮膚 及 ビ所属淋 巴腺=fト'ソ テ組

第1群4頭(A.B.G.T>一 一一一ノ・蛭 「エキ ス」テ豫 メ 織學 的 二検査 シタ.

皮 下 二〇.3cα注 射 シテ置 キ、ソ ノ部 ノ皮 内 二1ん,局 所皮膚所見

第12表
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第1群 。 第1群 共 遮 ノ所 見1・ シ テ、細 胞 ノ浸 潤 ハ非 常

二 強 ク筋 肉 暦 ヲ超 エ テ 中 二及 ビ、叉 膿 瘍 形 成 ヲ示 セ ル

モ ノ ア リ、 細 胞 ハ圓 形 細 胞、 上 皮細 胞 相 牛 シ、!m.符 ノ

概 張 ハ著 明 デ ナ イ。

第2群

海 狸C號 。ll(1{ノ 結 締 織 内 二著 明 ナ 細 胞 性 浸 潤 ア;)、

夫 面 ノ皮 膚 ・・攣 化 ヲ受 ケ テ ヰ ナ ィ、上 皮 細 胞 ガ多 激 二

認 ノ ラ レ、中 央 ・・屡 死 二傾 イテ居 ル。 乾 酪 化 現 象 起 ラ

ズ、 巨大 細 胞 ア リ、既 二 結 締織 細 胞 ノ墳殖 が起 ・,始メ

テ居 ル。

海 狸D號 。 著 明 ナ病 攣 ナ シ。

海 狸E號 。 輕 度 ノ浸 潤 ア1)、 巨 人 細 胞 モ ア}P。

海 瞑F號 。 圭 トシテMl形 細 胞 ヨ})成 ル浸 潤 ア1)、 ノレ数

・上 皮細 胞 ヲ混 ズル。 巨大 細 胞 ナ シ。

仰 チ、局所 皮 冑所 見 ト シテ蛭 「エ キ ス」ヲ混 ジタ局 所 二

於 テ病 攣 ノ範 副 が大 デ ア ル が、細 胞 ノ種 倣 ヤ血 管 ノ繕

化等 二特 二顯 著 ナ相 異 ハ見 ラ レナ イ。

所 麗 淋 巴 腺 所 見

第1群 。 第2群 ヲ通 ジテ、念 性 淋 巴腺 炎 ノ像 ガ認 メ ラ

シ 、 即 チ、静 脈 「ジー ヌス」ノ非 常 ナ据 張 「ジー ヌス 」上

度細 胞 ノDesquamatis,内 度細 胞 ノ培殖 アlv、 出 血像

モ認 メ ラ レ・ル。

第

第1群 二於 テ、 病 學 ・・♪廻二高 度 デ、A・B/2頭 二於

テ ノ・、 粟 粒大 以 下 ノ結 核 結 節 力"多激 二認 メ ラ レ'ル。

(5♪ 實 験(11/J、 弍舌

肉 眼 的 所 見 一 テ ・・、 雨 群 ト モ 局 所 、 蛇 二 淋 巴 腺

ノ病 鐘 ハ 輕 微;T";il瞭 ナ 差 異 チ 兄 出 人1ト ハ 出 來

ナf7i'.1し 斗 組 織 學11ト 幸鍵 し バ、蛭 「エ キ ・」

卜混 ジ タ側 二 於 テ 局 所 ノ 病 愛 ハ 廣 範 園 ニ ワ タ

リ、 所 属 淋 巴 腺 ノ病 攣 ノ・高 度 デ ア ル 。

第2項 人 型 菌1雇 テ 用 ヒ・タ實 験

(第13表1

實 験(1ノ ト同 様 ナ 實 験 斗 行'ソ タ が 再 感 染 使 用 量

ト シテ人 型 菌1'延 テ 用 ヒ タ。

(1ノ 實 験 動 物 ハ雄 性 健 康 ノ龍 重4(,V瓦 内 外 ノ海

瞑 一}用 ヒ、BCG1延 斗感 染 サ セ フ シ メ30[1目

二 「ツ」反 慮 ・・行 ・・テ ソ ノ 陽{ノi三ナ ノ ー・確 メ タ モ ノ

デ アル
o

(2)實 験 操作、實駒(1)ト 同様 デアルが使 用菌

量 ハ1竜 デアル。

(3)局 所所 見

第1群 、 第2群 トモ、再感染後2日 目ニノ、既 二、

小 豆大 ノ膨 隆 テ示 シ、第1群4頭 ノ中2頭 ハ膿
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瘍 ヲ形 成 シテ居 ル。 …般 二第1群 ノ方 ガ攣 化 ガ

彊 イ。

5日 目 ノ所 見二於 テモ第1群 ノ方張 ク、 第1群

中1頭 ノ・潰Fw形 成 シテヰル。8日 目、12日 目

ノ所 見、雨群 トモ潰瘍 又ハ膿瘍 テ形成 シテ來 ル

ガb攣 化ノ、第1群 二於 テ遙 二張 イ。第3群 モ潰

瘍 ラ形成 スルニ至 ル。

28日 目・・=剖検 シタガ、第1群 局所 ハ、著 シク大

キ ク小指頭大 ノ結痂 セル潰瘍 ヲ形 成 シテ居 ル。

(4)剖 検 所 見

肉眼的 ノ所 見 トシテ 答淋 巴腺 ノ腫脹 、脾臓 ノ病

攣 ノ・、第2群 ノ・勿論最 モ大 デアルが、 第1群 ハ

第2群 二比 シテ明 カニ高 度 デア'ソタ。

組織學的 検索 ノ・行 ノ・ナ カツタ。

實験(2)小 括 蛭 「エキ ス」ト共 二'BCG免 疫 動

物 二人型菌 ノ大 量感染 ラ行 ヘ バ、 局所、所属淋

巴腺、病攣 ・・イヅ レモ蛭 「エキ ス」テ混 ジナイ揚

合 二比 シテ高 度 デアル ガ、 肉眼的病攣 モ亦高 度
ロ　ロの

ア ア ノレ。

総括拉二考察

余 ハ コッホ氏現象 ノ考 察 ヲ中心 トシテ實駒 的結

核 海瞑 二於 テ各種 ノ實験 テ行 ッタガ、 ソ ノ成績

テ総括 的 二掲 ゲ レバ次 ノ如 クデアル。

1.BCG1延 接i種海瞑 二 於 テノ・、 人型結核菌

1000分 ノ1匙 接種 海瞑 二比 シテ「ツベル クリン」

皮 内反庶拉 二三⊥ 杢氏現象 二 於 テ 見 ラ レル 「ア

レルギー」性 炎症 ノ出現 ガ遙 カ ニ輕度 デアル。

2.「 ツベ ル クリン」二封 シテ「ア レルギー」反慮

テ呈 スル 人型菌1000分 ノ1瑳 感染海狸 二・ 蕗

「ツベ ル ク リン」10倍 稀繹液0.25c・c・テ1日1同

10日 間 連績皮 下注射 スル コ トーヨ リ、榮 養状態

二障碍 テ起 スコ トナ 久 ゴ レテ脱感作 スル コ ト

ガ出來 ル。

3.脱 感作動物 ノ・、加 熱死菌50延 乃 至100甦 ノ

1同 バ ノ腹腔 内注射 ニヨツテ、 多 クハ「ツ」反

丞藍性 テ恢復 シ、動物 ニヨツテノ・脱感作前 二比 シ

テ更 二張烈 ナ反磨 テ呈 スル モノガアル。術 コ ノ

量 ノ死菌 ノ1同 ノ こノ腹腔 内注射 ニヨ リ、健康

未慮 置海瞑 ノ・「ツベ ル ク リンア レノレギー」性 ヲ獲

得 シ、結核 「アレルギー」海狸 デハ 「ツ」反磨 ガ更

二壇 張 スル。

4.人 型菌1000分 ノ1延 初感染 海狽 ノ「アレル

ギー」群 ト脱感作群 ト邑、 同一條件 ノ下 二、人型

菌 生菌10分 ノ1延 ヲ 用 ヒテ 所謂■コ ッホ氏現 象

ラ検 シ、 コノ現象 ノ所 見 トシテ・ 肉眼的 ニモ組

織 學的 ニモ・P-ilazsトシ タ差異 現 出 一/・コ トガ出來

ナカツタ。 内臓 ノ病攣 ニモ肉眼的拉 二組織學 的

二何等 ノ差異 テ認 メ得 ナカツタ.

5.BCG1涯 初 感染 海瞑 二以上 ノ方 法 一 ヨリ、

脱 感作操作 ヲ施 行 シタ後 、感 作群 ト脱感 作群 ト

ノ間 デ、加熱死結核菌1醒 ラ用 ヒテ、死菌 ニ ヨ

ル コリホ氏現象 テ検 シ.肉 眼的 ニハ コ ノ現 象 二

異同 ノ・認 メ ラレナ イガ、組織學 的 ニハ、 非脱感

作 群 デノ・既 二修覆 機轄 ガ螢 マ レ初 メテヰル ニ不

拘、脱感作群 ニハ爾「ア レル ギー」性 炎症 ノ像 ガ

強 ク存在 セル コ トラ認 メタ.

6.BCG1延 初 感染海、狸 二前後2回 二亙 ツ テ

上述 ノ脱感作操作 テ行 ツテ、生結核菌 二封 スル

コ ッホ氏現 象 二於 テ著 シク反磨 ノ減 弱 セルテ認

メタ。 シカモ感作脱感作雨群 二於 テ、淋巴腺 拉

二内臓 ノ冤疫状態 二異 同ノ・認 メラ レナ カツ タ。

7.實 験 的結核海狽 ノ皮膚 二人 工太陽燈光線 ノ

照射 テ行 ヘ バ,局 部的 二皮膚 ノ「ア レル ギー」反

慮 テ減弱乃 至清 失 セ シメル コ トガ出來 ル。BCG

1延 初 感染動物 ニテノ・、人型生菌1000分 ノ1雇

初 感染動物 ヨリ、容 易 二脱感作 スル コ トガ出來

ノレ0

8.紫 外 線照射 ニ ヨル「アネルギー」部位 二、人

型菌生菌 テ用 ヒテ コソホ氏現 象 テ検 ス レバ、「ア

レルギー」部 位 二比 シ、肉眼的 ノ差別 ハ明 カデナ

イガ、組織學的 二、 照射部位(「 アネル ギー」部

位)ニ ハ著 シク局限性膿瘍 ラ形 成 スル傾 向 テ示
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シテ ソノ部 二筒、炎症 ノ遺存 スル傾向 ノ大 ナル

ヲ示 シテ居 ル時期 二、非照射部 位、(「 ア レルギ

ー 」部位)ノ・既二修覆機軸 テ示 シ
、結締織組織 ノ

形成 ノアル コ トガ認 メ ラレタ。

:9・ 實験的結核海疾 支膚 ノ同一局所 二於 テ、「ツ

ベル ク リン2皮 内反癒 テ繰返 シ施 行 スレバ
vソ ノ

部 ハ「アネルギー」ノ状態 トナル。

10.「 ツノぐノレクリン」1文デ夏ノ芝内ミ主身寸一 ヨノレ「アネ

ルギー」部位 ニテ 人型菌生菌 テ 用 ヒテコ.,ホ 氏

現 象 テ検 ス レバ、 局所皮膚及 ビ所屡淋巴腺 ノ炎

症過程 ・・「アネルギー」側 ガ、 一アレル ギー」部 位

二比 シ肉眼的 ニモ組織學的 ニ モ輕微 デアツタ。

11.人 型 菌1000分 ノ1廷 初 感染結核 海狽 皮内

二、馬睾 丸水溶1生物 質rR因 子、Reynalsノ 旗 張

性因子)ト 共 二結核 菌 テ注 射 シタ。 封 照部 二比

シ、 コッホ氏現象 ガ更 二早期 二出現 シ、急速且

ツ彊烈 二経過 シ、治癒機轄 ガ早 ク行 ノ・レル。組

織學的 ニモ結締織繊維 ノ新生 ガ速 ヤカニ且 ツ著

明 二行 ノ・レル ノテ見 タ。

12.蛭 「エキス」籏張性 因子 テ、 入型結核菌 二混

ジテ、未庭 置海瞑 二封 シテ感染試験 テ行 ヘバ、

封 照 ノ感染動物 一比 シテ、局所 ノ病攣 、所屡 淋

巴腺 ノ憂 化,内 臓 ノ病攣 「ツ」反慮性等 スベ テ高

度 二出現 スル。局所奥 膚病憂 テ組織學 的 二検 ス

レバ、蛭 「エ キス」一 ヨリ疎結締織層 ノ幅 ガ増 加

シ、小毛細 血管 ノ獲 張 テ認 メル コ トガ出來 ル。

13・ 馬睾丸水溶性物 質 テ結 核菌 二混 ジテ、健康

海 瞑 二於 テ(12)ノ 如 キ實験 テ行 ヒ、蛭 「エ キ ス」

テ使用 シタ程顯著 デ・・ナ ィガ、略 ≧同檬 ノ所見

ヲ認 メタ.

ユ4・BCG初 感 染海瞑 二於 テ、蛭 「エキ ス」テ混 ジ

タ結核菌 テ用 ヒテ、 コッホ氏現象 テ検 シ、「エキ
ー勺 ラ用 ヒタ動物

汽 局所 ノ病攣、所属 淋巴腺 ノ

攣 化、 内臓 ノ病攣 ノ・イヅ レモ高度 二出現 シタ。

以 上14項 目二亙ル所 見 テ 髪察 ス レバ、

(A)(1)、(2}、(41、(5}、(6)ノ 諸 項 ヨリ、實験 的結

核 海瞑 ノ皮 尚 二於 ケ 几「ツ・凱 ク リン・アレアレギ

ー」姓 ノ・比較 的容 易一 除 カ レ 叉恢 復 スルモ ノデ

アルガ、結核 甑 死菌 二封 スル「ア レ・しギ_」 ハ

容 易二除去 スル 磐ガ出來 ナ ィ。

(5)二 於 テ認 メ ラ レル如 ク、不 充分 ナ脱感作 操

作 ニテ八 結核死菌 二封 スル、 　ア レル ギ_」 ノ、

寧・ロ強 メラ レテ ヰル。

然 シ(6)二 於 テ認 メラ レル如 ク、 充分 ナ脱 感作

ハ途 二芒或 氏現象 ヨ リモ炎症性過 程 ノー一部 テ

除 キ去 ル。 シカモ、 コ ノ際 一般 ノ冤疫 性ノ・維持

セ ラレテヰル。即 チ.コッホ氏現 象 カ ラ過 敏性 テ

除 イ元モ個農 ノ結核菌侵襲 二封 スル晃疫性 ハ保

持 サ レテ居 ル。

(B)次 二、 局所的 二結核 海瞑 斗脱 感作 シテ生菌

二封 スル免疫性 テ検 ス レバ
、(8)ノ 場 合 ノ如 ク

脱感 作操作 ガ充 分 ナ 場合 二 ・口 づホ氏現象 ヨ

リ、 「アレル ギー」性 ガ除 カ レ、組織 學的 ニモ修

覆機轄 テ認 メル コ トガ出來、 且 ツ所属淋 巴腺 ノ

病攣 ノ程度 二異 同ガナ ィ。 帥 チ冤疫 性 ノ維持 サ

レテ居 ル ノテ認 メル コ トガ出來 ル
。(7)ノ 場 合

ハ
、太 陽燈 光線 ノ照射 ニ ヨ リ、局所 ハ 「ツベル ク

リン」二封 シテ、「アネル ギー」ノ状 態 トナメレト共

一、結核菌生菌 二封 シテノ・周園 ト確 然 ト分 タ レ

ノヒi急性 膿瘍 ラ形成 スル
。 コ ノ膿瘍形成 ハ組織 的

「アレルギー」ノ表現 デア リ
、又 コ ノーゴッホ氏現

象 二冤疫性 ノ存在 スJL・一一ノ謹 左 ト見1故 ス事 が出

來 ル。

(C)R因 子 、 鄙 チ、睾丸、蛭等 二存在 スル 組織

ノ透過性 テ増加 セ シメル物質 ト共 二結核菌 ラ、

結核 「アレルギー」個禮 二用 ヒテ、再感染試験 テ

行ヘバ・結核菌 へ 「エキ勾 ノ糸且織 透過性 二從

ツテ組織 内 二廣 ク深 ク浸潤 シ、… 見局所 ノ病攣

ノ・二甚ダ強 メラ レテ居 ル
。 而 モBCG初 感 染個膿

二於 テ再感染後 ノ内臓 ノ糎 ハ相當 二張 イ
.即

チ、R因 子 テ加 ベ ル事 一 ヨリ、 晃疫個膿 ハ、侵

入 シタ結核菌 ノ固定作 用 テ阻害 サ レタモ ノ ト見

倣 ス事 ガ出來 ル。而 モ 了ノ際 「アレ・しギー」性 反

慮 ノ・アル程度 二獲現 シテ居 ル。

以 上 ノ所見 ヨリ、余ノ… ッホ氏現 象 二「ア レル ギ

ー」反鷹 ト免疫作 用 ノ雨者 テ認 メ
.シ カモ ソ レガ

相互 二解離 シ得 ル現象 デ マルつ トチ確 メルー・ト

が出來 タ。
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結 論

結核 二於 ケル「ア レルギー」卜免疫1・ ノ關係 ヲ論

ズ ル圭張 二二派 ア リ.

1.「 ア レルギー」ト兎疫性 ト・・不即不離 ノモ ノ

デ ァリ.「 ア レルギー」ソ ノモ ノガ免疫作用 ノ本

態 デ アル ト王張 スル派 ト、

2.「 ア レルギー」ノ免疫 性 トノ・全然無 關係 ノモ

ノデア リ、寧 ロ有 害 二作用 ス ル トサへ考 ヘ ルー
●

派 トデ アノレ。

余 ハ ソ ノ何 レテモ肯定 シ、否定 スル コ トノ不可

デ アル コ トラ主張 シタ イ。即 チ結核 ノ免疫作 用

ニへ 余 ノ三 マ」杢氏現象 二關 スル所 見 二於 テモ

明 カナ如 ク必 ズ シモ「アレルギー」ノ存在 テ必要

トスルモ ノデノ・ナ ィガ、 感染菌量 ガ 「ア レルギ

一」性反慮 テ招來'ヘ ルニ 充分 ナ 菌量 デアツタ場

合 二'・「ア レル ギー」性 炎症 本來 トシテ ノ抗菌作

用 テ示 ス。

結核 二於 ケル 「アゾルギー」ト免疫(狭 義見疫)ト

ノ・極 メテ複雑 ナル 多 クノ相 ヨ リ成立 ツタモ ノデ

アル ガ、余 ノ・今同 ノ實験 ニ ヨツテ「 ノ錯 雑 シタ

結核 発疫 ノー相 ヲ窺知 シ得 タモ ノ ト信 ズル。

欄 竿≡一ヘルニ ノゾ ミ御 懇篤 ナル御 指導 ト御校閲 テ

賜 ツタ恩師 戸田教 授拉 二不断 ノ御鞭捷 ラ添 フ シ

タ恩師金 子教授 及 ビ操助教授 二満腔 ノ感謝 ノ誠,

實 ザ捧 ゲ、又組織 標本 ノ検索 二多大 ノ御厚情 テ

寄 セラ レタ細菌學教室石 田守 一、森良雄雨學 士

二深謝 スル。
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